
　相模原市と津久井郡
内の４町が合併し、都
市としての機能と水源
地の豊かな自然環境を
併せ持つ、人口70万人
を超える新相模原市が
誕生しました。

「写真とともに振り返る相模原市の60年」は６・７ページへ ▼

問 広聴広報課 ☎042－769－8200

平成18年３月　相模原市・津久井町・相模湖町 合併
　　19年３月　相模原市・城山町・藤野町 合併

TOP ICS
つなぎ、つくり、つたえる、街の未来

「全国シティプロモーションサミット」開催
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素晴らしい功績をたたえて	 2	

人事行政の運営等の状況を公表します	 4

	 12

ウェルネス通信（保健・介護予防事業案内）	 別冊

今号の主な内容

　10月31日、11月1日の２日間にわたり、地域の魅力の
創造・発信に取り組む全国の自治体などが一堂に会し、ま
ちの活性化を図るための取り組みについて意見交換など
を行う「全国シティプロモーションサミット」を開催しま
した。
　会場では、成功事例の紹介や、加山市長をはじめ各首長
によるパネルディスカッションなどで、数多くの創意工
夫にあふれるアイデアが紹介され、参加自治体が一層活
発な取り組みを進める貴重な機会となりました。

問 シティセールス・親善交流課 ☎042−707−7045 

ホームページ／http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/

相模原市コールセンター
午前８時～午後９時　年中無休
☎０４２－７７０－７７７７

市の手続き、
イベントや施設の
お問い合わせに…

発　行／相模原市　〒252－5277
　　　　相模原市中央区中央
　　　　2丁目11番15号
編　集／総務局渉外部広聴広報課
　　　　☎042－769－8200

パネルディスカッションでは活発に意見が交わされました

さがみはらシティセールス「さがみん」のページ

全国で19番目の政令指定都市
へ移行

　60年前、人口約8万人でスタートした本市は、大きな時代の流れの中で着実に歩みを進め、力強く
発展を続けてきました。そして、城山町、津久井町、相模湖町、藤野町と合併し、都市機能と自然の
融合した新しいまちへと姿を変え、戦後に誕生した市として初めて政令指定都市へ移行しました。
　60周年を迎えるこの機会に、あらためて先人たちの努力と英知を振り返ります。

ゆるキャラRグランプリは
367 位だったミン♪　
応援どうもありがとう♪

60

先人のたゆまぬ努力を受け継いで…

相模原市は市制施行　　
周年を迎えます

先人のたゆまぬ努力を受け継いで…

昔の様子

今の様子

橋本駅周辺 相模原駅周辺 相模大野駅周辺

合併により、新相模原市が誕生

平成22年４月

昭和29年11月20日　市役所玄関前で市制施行を祝う中央小学校児童

　全国で19番目、戦後生まれの市では初めて政令指
定都市へ移行しました。また、緑・中央・南の3つの区
ができ、各区の個性や特長を生かしたまちづくりがス
タートしました。

▲豊かな水・森林を抱える津久井地域
（相模湖）

▲桜が咲き誇る市役所周辺
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リニア、東海道新幹線新駅、相模線の
3同盟会共催講演会

　「県央・湘南地域のポテンシャル（潜在力）と未来」についてお話しします。
時 平成27年1月9日 ㈮ 午後2時〜4時　会 杜

も り

のホールはしもと
講 寺島実郎さん（多摩大学学長）　定 300人（申込順）
申 11月17日〜27年1月8日に、電話か、ファクス、Eメールに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、参

加人数、「 3同盟会」と書いて、相模線複線化等促進期成同盟会事務局（交通政策課内　☎042－
769－8249　FAX042－757－6859　 toshikoutsu@city.sagamihara.kanagawa.jp）へ

※県ホームページからも申し込めます。

講演・講座・セミナー

相模の大凧題字募集
　平成27年5月の「相模の大

お お

凧
だ こ

まつり」で揚げる大凧の題字を募集します。題字には、その年の世
相を反映したものが選ばれます。今年の題字は「駿

しゅん

風
ぷ う

」でした。
対 市内在住か在勤・在学の人
申 12月19日（消印有効）までに、直接か、はがきに住所、氏名、電話番号、題字（漢字2文字、

1人1点）、題字の読み仮名と意味を書いて、同まつり実行委員会（新磯まちづくりセンター内　
〒252－0327　南区磯部916－3）へ

問 市コールセンター ☎042－770－7777

募　集

福祉

子ども・子育て

国民健康保険

障害のある人

相談

お知らせ

募集 リニア中央新幹線に関する
事業説明会

　同事業の計画内容などについて、各地域を対象に説明します。
日にち 時　間 会　場

12月  2日 ㈫ 

午後6時30分

鳥屋地域センター
3日 ㈬ 城山公民館
5日 ㈮ サン・エールさがみはら

10日 ㈬ 藤野農村環境改善センター
11日 ㈭ 小山公民館
14日 ㈰ 午後1時30分 鳥屋地域センター
16日 ㈫ 

午後6時30分
北総合体育館

19日 ㈮ 串川地域センター
20日 ㈯ 午後1時30分 大沢公民館
22日 ㈪ 午後6時30分 津久井中央小学校

※希望者は直接会場へ
問 JR東海 中央新幹線神奈川工事事務所

☎042－861－4505

お知らせ

福祉

子ども・子育て

国民健康保険

障害のある人

相談

お知らせ

募集

　市政の進展、公共の福祉の増進、文化の向上、スポーツの振興な
どに功労があった方々の表彰式をけやき会館で行います。市民文化
表彰と自治功労表彰はそれぞれ1人、市政功労表彰は83人と3団体、
文化・スポーツ表彰は17人と7団体が受賞されます。� （敬称略）

野元  好美	 （緑区澤井）

市政功労表彰（個人）
●統計調査員活動

佐々木  庸生	（中央区上溝7丁目）
中坪  妙子	 （中央区陽光台3丁目）
山口  光枝	 （緑区大島）

●民生委員・児童委員活動	
藍葉  洋子	 （南区上鶴間8丁目）
阿部  文雄	 （南区東林間4丁目）
大藏  義範	 （中央区清新8丁目）
菅原  より子	（緑区若葉台7丁目）
照井  加津美	（中央区東淵野辺5丁目）
中西  豊和	 （中央区共和1丁目）
西村  登起子	（緑区大島）
島下  多美子	（中央区下九沢）

●保護司活動	
岸　  厚夫	 （緑区千木良）
山本  　勉	 （緑区大島）

●青少年相談員活動
小林  美智子	（緑区橋本1丁目）

●社会福祉協議会委員活動	
石井  元二	 （緑区二本松3丁目）

●地域医療活動	
岩久  建夫	 （中央区上溝6丁目）
西岡  佳世子	（中央区陽光台1丁目）

●地域歯科医療活動	
秋知  　明	 （南区相模大野8丁目）

●地域保健衛生活動	
小川  　護	 （南区東林間2丁目）

●老人クラブ活動	
谷口  孝一	 （南区南台6丁目）
長谷川  春夫	（中央区相模原1丁目）
原田  武久	 （中央区淵野辺本町5丁目）

●青少年指導員活動	
入江  康典	 （南区相模大野9丁目）
小瀧  惠子	 （緑区与瀬）
渡邉  剛夫	 （南区下溝）

●青少年健全育成活動
吉田  真弓	 （町田市森野3丁目）
牛山  勝博	 （南区大野台7丁目）

●自治会活動	
青木  利明	 （中央区下九沢）
安藤  和実	 （緑区二本松2丁目）
石田  恭一	 （中央区淵野辺3丁目）
今泉  吉一	 （南区相模大野5丁目）
内田  弘也	 （中央区氷川町）
小野沢  良雄	（緑区三ケ木）
吉光寺  敏男	（南区相武台3丁目）
木村  健二	 （中央区東淵野辺2丁目）
草野　  寛	 （緑区西橋本4丁目）
栗原  　光	 （南区松が枝町）
小佐川  明	 （南区相模大野8丁目）
髙野  義宣	 （緑区橋本3丁目）
星　  清次	 （中央区相模原1丁目）
松村  敬三	 （中央区横山4丁目）
山﨑  光正	 （緑区日連）

●芸術文化活動	
花井  ようこ	（南区古淵2丁目）

●人権擁護委員活動	
山口  アサ子	（南区相武台3丁目）

●交通安全活動	
雨宮  公秋	 （南区栄町）
加藤  　武	 （南区相武台団地1丁目）
前田  利行	 （緑区橋本4丁目）

曲  和美	 （南区磯部）
大貫  和正	 （緑区大島）

●防犯活動
古木  三良	 （南区上鶴間本町8丁目）

●男女共同参画活動
沖藤  典子	 （南区）

●財産区管理会活動	
髙城  恒雄	 （緑区三井）

●産業振興活動	
伊   公男	 （南区当麻）
稲葉  良典	 （南区麻溝台6丁目）
佐   往克	 （中央区千代田1丁目）
力石  　修	 （緑区小渕）

●農業振興活動	
河本  常治	 （中央区東淵野辺2丁目）
関根  三夫	 （南区麻溝台6丁目）
古木  武一	 （南区上鶴間7丁目）
山本  行雄	 （中央区上溝）

●公民館活動	
前　  俊則	 （南区西大沼2丁目）

●女性学習グループ活動	
大橋  千景	 （中央区淵野辺本町1丁目）

●スポーツ推進委員活動	
大山  　孝	 （中央区清新7丁目）
川端  律子	 （南区上鶴間8丁目）
村井  澄江	 （南区東林間6丁目）

●スポーツ活動	
秋山  千代子	（中央区千代田7丁目）
市川  政男	 （南区鵜野森2丁目）
今井  三郎	 （南区東大沼4丁目）
大沼  忠雄	 （中央区由野台2丁目）
岡田  あさ子	（南区相模台7丁目）
工藤  　護	 （中央区水郷田名3丁目）
近藤  和彦	 （町田市相原町）
冨松  和治	 （中央区上溝1丁目）

●明るい選挙推進協議会委員活動	
大貫  律子	 （緑区下九沢）
篠崎  好男	 （中央区南橋本2丁目）
名倉  　勝	 （緑区東橋本3丁目）

●消防団活動	
川瀬  智育	 （緑区鳥屋）
小山  孝雄	 （緑区吉野）
齋藤  　敦	 （緑区川尻）
渋谷  公充	 （南区上鶴間本町4丁目）
永井  　充	 （緑区小原）
中島  幸平	 （中央区田名）
山口  国佳	 （緑区長竹）

市政功労表彰（団体）
●社会福祉活動	

相模原障害者とダンスを楽しむ会
筆記通訳サークル もみじ

●老人クラブ活動	
小山寿老会

文化・スポーツ表彰（個人）
●芸術文化活動	

保田  健太	 （中央区）

●スポーツ競技
〈ショートトラックスピードスケート〉

小黒  義明	 （南区）
齋藤  仁美	 （中央区）
齋藤  　 	 （中央区）
齋藤  　悠	 （中央区）

〈カヌー〉	
小島  大地	 （緑区）

〈アーチェリー〉	
田畑  隼剛	 （南区）

〈サッカー〉	
岩清水  梓	 （南区）

〈7人制ラグビー〉	
加藤  慶子	 （緑区）

〈水泳競技飛込〉	
坂井  　丞	 （南区）
坂井  莉那	 （南区）

〈ボルダリング〉	
山内  　誠	 （緑区）

〈ボート〉	
山口  健太	 （緑区）

〈新体操〉	
桑村  美里	 （相模女子大学高等部）

〈陸上競技〉	
福村  奨太	 （県立神奈川総合産業高校）

〈ボウリング〉	
坂本  かや	 （市立大野台中学校）

〈ヒップホップダンス〉	
茂木  七海	 （市立旭中学校）

文化・スポーツ表彰（団体）
●スポーツ競技

〈自転車競技〉
Team UKYO

〈陸上競技〉	
青山学院大学陸上競技部

〈弓道〉
桜美林大学弓道部

〈ソングリーディング〉
桜美林大学
　ソングリーディング部 CREAM

〈自転車競技〉
神奈川総合産業高等学校自転車競技部

〈ドッジボール〉
相原キッズ
デイリー相模原ボンバーズ

山口 信郎（中央区東淵野辺1丁目）

　市保護司会協議会会長、県保護司会連合会会長を務められるな
ど、長年にわたり更生保護活動や青少年健全育成活動の発展に貢
献されました。平成18年に「法務大臣表彰」を受賞、25年に「瑞宝
小綬章」を受章。

市民文化表彰

11月20日、市制記念日に表彰

自治功労表彰

素晴らしい
功績をたたえて
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午前８時〜午後９時 年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに… 相模原市コールセンター � ☎042－770－7777

� 042－770－7766FAX

農業まつり 農畜産物共進会
　シクラメンとパンジーの品評会です。鉢花のPR販売も
行います。
時 11月28日 ㈮ 午前10時 〈雨天決行〉　会 市役所本館正面玄関前

問 農政課 ☎042－769－8239

福祉のまちづくり研修会
これからの相模原の高齢化と災害に備えて
　急速に高齢化が進む中、誰もが安心して生き生きと暮らせるまちづくりのため
に、「地域で暮らす私たちができること」をテーマにお話しします。
時 12月6日 ㈯ 午後1時30分〜3時30分　会 産業会館
講 小野沢 滋さん（北里大学病院トータルサポートセンター長）
定 100人（申込順）
申 11月17日〜12月3日に、直接か電話、ファクス、Eメールに代表者の氏名（ふ

りがな）・連絡先（電話・ファクス番号かEメールアドレス）、参加人数、「福祉
のまちづくり研修会」と書いて、地域福祉課（☎042－769－9222　FAX042
－759－4395　 chiikifukushi@city.sagamihara.kanagawa.jp ）へ

※手話通訳・要約筆記あり

11月10日～16日はアルコール関連問題啓発週間� 　問精神保健福祉センター ☎042－769－9818

　健康増進法に基づき策定された「健康日本21」では、1
日に2ドリンク（※）程度の飲酒を健康被害の少ない適量
としています。女性や少量の飲酒で顔が真っ赤になるな
どアルコール代謝酵素の少ない人、65歳以上でアルコー
ル分解能力の低い人は、より少ない量が適当とされてい
ます。また、週に連続して2日以上の休肝日をつくるこ
とが推奨されています。なお、2ドリンク分のアルコー
ルが身体から抜ける時間は、約5時間といわれています。
※「 2ドリンク 」の目安は、アルコール度数5％の飲料

500mlです。それぞれのアルコール飲料に含まれるアル
コール量によって、適正な飲酒量は変化します。

めざせスマドリ！ 検索

2ドリンクの目安
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ビールなら
500ml

日本酒なら
1合（180ml）

ワインなら
2杯（200ml）

ウイスキーなら
ダブル1杯
（60ml）

酎ハイなら
350ml 焼酎なら

コップ半分（100ml）

市制施行60周年記念

　飲酒問題は、飲酒者本人の身体や心への影響だけでなく、
その家族や地域社会へも影響が及ぶことから、「アルコール
関連問題」と表現され、何らかのアルコール関連問題があ
る人は、全国で654万人いるといわれています。
　生涯お酒を安全に楽しむために、あなたも賢く小粋にお
酒を楽しむ「スマ

4 4

ート・ドリ
4 4

ンカー」をめざしてみませんか。

3

市  議  会

市議会12月定例会議を開催
　本会議・委員会を午前9時30分から次のとおり開催します。

※12月22日 ㈪ の議会運営委員会は、本会議終了後に開催します。
※会議の日程、時間などは変更になることがあります。

問 議事課 ☎042－769－8278

日にち 内　容
11月19日 ㈬ 本会議（提案説明）

28日 ㈮ 本会議
（代表質問・個人質疑）

12月  1日 ㈪ 本会議予備日
3日 ㈬ 総務委員会
4日 ㈭ 環境経済委員会
5日 ㈮ 民生委員会

日にち 内　容
12月  8日 ㈪ 建設委員会

9日 ㈫ 文教委員会
17日 ㈬ 

本会議（一般質問）18日 ㈭ 
19日 ㈮ 

22日 ㈪ 本会議（委員長報告、採
決）、議会運営委員会

飲酒量や飲酒時間を
コントロールできない状態

6ドリンク以上／日

男性4ドリンク以上／日
女性2ドリンク以上／日

2ドリンク以下／日
2日以上の休肝日／週

依存症

多量飲酒

生活習慣病の
リスクを高める飲酒

適正飲酒

　今年で65回目を迎えた市民文化祭が9月〜11月に盛大に開催されました。審査の
結果、展示部門98人、芸能部門28人が受賞しました。主な入賞者（教育委員会賞以上）
は次のとおりです。� （敬称略）
展示部門
日 本 画 議長賞  木下美乃里（緑区根小屋）　教育委員会賞  福田 修（中央区上溝）

洋 画 市長賞  原島未来（横浜市）　議長賞  加藤世紀（緑区小渕）
教育委員会賞  岩﨑 健（緑区若葉台）

写 真 文化祭賞  山口光子（南区相模台）　市長賞  中條 洋（緑区中沢）
議長賞  高橋曠光（緑区若葉台）　教育委員会賞  野崎利惠子（中央区由野台）

書 文化祭賞  大貫利江（南区上鶴間本町）　市長賞  丹 空鶴（緑区大島）
議長賞  佐々木京子（町田市）　教育委員会賞  佐藤白水（南区古淵）

短 歌 市長賞  匂坂美佐子（川崎市）　議長賞  見城マサ子（緑区二本松）
教育委員会賞  佐野道子（南区東林間）

俳 句 市長賞  江成文子（町田市）　議長賞  佐藤宮子（中央区青葉）
教育委員会賞  志村宗明（南区東林間）

川 柳 市長賞  近藤道子（横浜市）　議長賞  三村八重子（横浜市）
教育委員会賞  佐藤頼昭（横浜市）

現 代 詩 市長賞  植松いづみ（中央区氷川町）　議長賞  鈴木輝代（中央区相生）
教育委員会賞  長澤富治（中央区富士見）

芸能部門

民 謡
市長賞  中村こずえ（緑区橋本）
議長賞  持田 繁（南区若松）　藤井五郎（南区下溝）
教育委員会賞  桜田清二（緑区鳥屋）　本間時子（綾瀬市）

畠山義喜（中央区田名）

吟剣詩舞 市長賞  齋藤勝美（南区大野台）　議長賞  大森りち子（中央区富士見）
教育委員会賞  田中早苗（中央区相生）

問 市民文化祭実行委員会事務局（文化振興課内） ☎042－769－8202

市民文化祭の入賞者が決定

標準的な検診・保健指導プログラム〔改訂版〕を参考に作成

さがみはら都市経営指針実行計画
平 成 2 5 年 度 取 り 組 み 結 果

　市では、25年6月に「さがみはら都市経営指針」と「実行計画」を策定し、積極的
な歳入確保や徹底した事務事業の精査・効率化など、引き続き、行財政改革に取り
組んでいるところです。今回は、25年度の取り組み結果を報告します。
実行計画の進

し ん

捗
ちょく

状況の評価▶取り組み項目の約81%が予定通り進捗
　予定通り進んでいる項目（A評価）が38項目を占め、若干の遅れがある項目（B評価）
と大幅な遅れがある項目（C評価）が9項目ありました。
評　価 A評価（予定通り） B評価（若干の遅れあり）C評価（大幅な遅れあり）

項目数（割合） 38（80.8%） 7（14.9%） 2（4.3%）

効果額▶約11.6億円の効果
　「競争入札による余剰電力の売却」や「時間外勤務時間縮減」などで約11億6,380
万円を計上しました。

項　目 金　額 計

増
　
収

ネーミングライツの活用促進 1,226万円

8億4,694万円
低未利用資産の活用 1,125万円
国民健康保険事業特別会計の健全化 5億3,000万円
再生可能エネルギー発電への移行と競争入札に
よる余剰電力の売却 2億9,343万円

削
　
減

時間外勤務時間縮減プロジェクト 1億2,688万円

3億1,686万円

一般ごみ収集業務における民間委託エリアの拡大 2,437万円
有料広告掲載業務への民間活力の導入の拡大 216万円
広報紙編集業務への民間活力の導入の拡大 242万円
小学校給食調理業務の民間委託 1,409万円
市単独事業の扶助費等の見直し 6,332万円
生活保護受給者の就労による自立促進 8,362万円

効果額合計 11億6,380万円
※内容や結果について詳しくは、市ホームページをご覧になるか、お問い合わせく

ださい。
問 経営監理課 ☎042－769－9240
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　本市における人事行政の透明性を高め、その公正性の
一層の確保を図るため、職員数、給与、勤務時間などの
状況をお知らせします。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

問 職員課 ☎042－769－8213

4

1　職員数に関する状況
❶ 部門別職員数の状況　� （各年4月1日現在）
会 

計 部門　区分 職員数（人） 対前年
増減数（人） 主な増減理由平成26年 25年

普
　
通
　
会
　
計

一
般
行
政
部
門

議 会 23 22 1 議会制度改革の検討

総 務 704 692 12 区役所機能の強化・各区への
事務移譲

税 務 214 213 1 市県民税特別徴収の拡大

民 生 1,079 1,033 46 生活保護受給者増加への対応、
保育所の充実

衛 生 616 616 0
労 働 6 6 0
農林水産 45 45 0
商 工 48 48 0
土 木 467 462 5 業務体制の強化

特
別
行
政
部
門

教 育 527 521 6 いじめ対応、教育委員会制度
改革の検討

消 防 735 722 13 消防初動体制の強化
小 計 4,464 4,380 84

公
営
企
業
等
会
計

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 6 6 0
水 道 2 2 0
下 水 道 81 81 0
そ の 他 118 117 1 介護保険業務体制の強化
小 計 207 206 1

合 計 4,671 4,586 85
※職員数は、再任用短時間勤務・臨時・非常勤職員を除いた一般職に属する職員数
です。教育部門の職員数には教育長を含みません。

※一般行政部門とは、特別行政部門、公営企業等会計部門以外の部門です。特別行政
部門とは、教育、消防の部門です。公営企業等会計部門とは、下水道等の部門です。

※病院とは、国民健康保険診療所です。

❷ 障害者の任用状況 � （各年6月1日現在）
区　分 26年 25年

雇用率 ※（　）内は法定雇用率 2.36％（2.30％） 2.32％（2.30％）

2　職員の給与
❶ 人件費� （25年度普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B／A）
2,464億1,662万円 421億63万円 17.1％

※特別職の給料、報酬などを含みます。

❷ 職員給与費� （25年度普通会計決算）

職員数（A） 給与費（職員に支給する給与額） 1人当たりの
給与費（B／A）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

4,380人 167億
1,759万円

52億
7,352万円

68億
205万円

287億
9,316万円 657万円

※職員手当には、退職手当を含みません。

❸ ラスパイレス指数の状況
25年度 参考値

108.5 100.2

❹ 職員の平均給料月額と平均給与月額、平均年齢
（26年4月1日現在）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 32万5,072円 44万5,707円 41.8歳
技能労務職 32万2,228円 40万6,205円 50.4歳
消 防 職 32万9,790円 42万1,341円 40.2歳
医 療 職 43万5,054円 76万9,105円 47.0歳

※平均給与月額には、給料と地域手当、扶養手当などを含みます。

❺ 職員の初任給の状況  � （26年4月1日現在）
区　分 給料月額 区　分 給料月額

一般行政職 大学卒 17万8,800円 消防職 大学卒 20万4,500円
高校卒 14万4,500円 高校卒 16万4,700円

技能労務職 高校卒 13万7,200円 医療職 医大卒 23万7,700円

❻ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額 （26年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

一般行政職
大学卒 25万7,409円 36万1,354円 38万9,094円 42万2,806円
高校卒 22万2,200円 32万4,800円 35万5,591円 38万3,488円

技 能 労 務 職 28万8,440円 33万5,999円 33万8,729円 33万8,450円

消 防 職
大学卒 27万8,567円 38万4,800円 37万5,100円 該当なし
高校卒 24万6,350円 34万4,669円 38万7,130円 40万8,100円

❼ 給料表の種類、級数等の概要
　職員の給料については、職務の内容に応じて
区分される「給料表（行政職1・2、消防職、医
療職）」と、職務の複雑さ、困難さ、責任の度合
いにより区分される「級」と、給料表と級に応じ
て定められた「号給」ごとに決められています。

❽ 職員手当
●期末・勤勉手当
民間企業のボーナス等に相当する手当

区　分 支給月数（25年度）
期末手当 勤勉手当 

  6月期 1.225月 0.675月 
12月期 1.375月 0.675月 
計 2.60  月 1.35  月

職制上の段階、職務の
級等による加算措置 役職加算5〜20％

●退職手当　退職したときに支給される手当
退職事由 1人当たりの平均支給額（25年度）

自己都合   618万円（平均勤続年数 15.8年、
退職者数   42人）

勧奨・定年 2,489万円（平均勤続年数 38.0年、
退職者数 141人）

●特殊勤務手当　危険、困難、不健康な業務などに従事したときに支給される手当
職員全体に占める手当支給職員の割合（25年度） 20.9％
支給対象職員1人当たりの平均支給年額（25年度） 5万6,601円
※15種類あり、代表的な手当は清掃業務従事手当などがあります。
●時間外勤務手当
　正規の勤務時間を超えて勤務した
ときに支給される手当

支給総額 職員1人当たりの平均
支給年額（25年度 ）

18億6,920万円 44万7,819円

❾ 特別職の報酬等　  （26年4月1日現在）
給　　料
※（　）内は
減額前

市　長 106万2,000円（114万2,000円）
副市長 87万円（93万5,000円）

報　　酬
議　長 77万9,000円
副議長 71万3,000円
議　員 67万円

期末手当
（25年度
支給月数）

市　長
副市長

6月期 1.40月
12月期 1.55月

議　長
副議長
議　員

6月期 1.40月

12月期 1.55月

退職手当
（任期4年）

市　長 2,192万6,400円
副市長 1,346万4,000円

3　職員の勤務時間
　職員の勤務時間は、午前8時30分〜午後5時15分の1日7時間45分、週38時間45
分です。

4　職員の懲戒の状況 
  � 25年度の懲戒処分者数　8人

処分事由 免職（人）停職（人）減給（人）戒告（人）
職務上の義務に違反したか職務を怠った 0 0 0 1
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった 1 3 3 0

計 1 3 3 1

●行政職給料表（1）の適用職員
（26年4月1日現在）

区分 代表的
な職名 職員数 構成比

9級 局 長 13人 0.4%
8級 部 長 26人 0.7%
7級 参 事 101人 2.9%
6級 課 長 414人 11.9%
5級 副主幹 491人 14.1%
4級 主 査 903人 25.9%
3級 主 任 652人 18.7%
2級 主 事 434人 12.5%
1級 主 事 451人 12.9%

●地域手当
　民間における賃金水準を基礎
にして職員に支給される手当

支給率 1人当たりの平均
支給年額（25年度）

9.5％ 37万7,768円

10 給与抑制措置の
状況

●特別職
○23年7月から給料を約7%
削減しています（27年4月
まで）。

○23年12月期から期末手
当を10%削減しています
（26年12月まで）。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の俸給を100とし
た場合に、本市職員の給与水準を示す指数です。

※参考値は、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特
例法による措置がないとした場合の値です。

●その他
区分 内　容 月　額
扶養
手当

配偶者 1万3,000円
配偶者以外の扶養親族 6,500円 

※他に、住居手当、通勤手当、休日勤務手
当、管理職手当などがあります。

人事行政の運営等の
状況を公表します
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催し名・日時 上映作品

 16ミリフィルム映画鑑賞会
12月7日 ㈰ ・9日 ㈫ 午後2時〜3時40分

▶風雲児 織田信長
（1959年／日本／カラー）

 月例子ども映画会
12月13日 ㈯ 午後2時〜3時30分
※未就学児は保護者同伴

▶ジャングル大帝 信頼
▶クリスマスのおくりもの
▶母うずら
▶チェスターのメリークリスマス

 シネマサロン
12月14日 ㈰ ・16日 ㈫ 午後2時〜4時

▶陽のあたる場所
（1951年／米国／白黒／吹き替え）

会 市立図書館（中央区鹿沼台）　対 市内在住か在勤・在学の人＝各150人（先着順）

問 視聴覚ライブラリー
☎042−753−2401

※希望者は直接会場へ
の催 し

津久井城跡発掘調査
現地説明会

　市民ボランティア調査員の皆さん
と行っている発掘調査の成果を解説
します。
時 11月23日 ㈷ 午前10時〜午後2時
〈小雨決行〉

会 県立津久井湖城山公園根小屋地区
里山広場　※希望者は直接会場へ

戦国大名になった
相模のもののふたち

　学芸員が鎌倉時代の武士団などにつ
いてお話しします。
時 11月23日 ㈷ 午前10時〜11時30分
会 古民家園（相模川自然の村公園内）
定 50人（先着順）
※希望者は直接会場へ

文化財研究協議会
旧陸軍士官学校にまつわる歴史講演と
相武台地区周辺の文化財探訪　※希望者は直接会場へ

　相武台歴史同好会が、旧陸軍士官学校のゆかりの地を案内します。
時 12月7日 ㈰ 
講演会 午前10時〜11時30分　会 相武台公民館　定 50人（先着順）
文化財探訪 午後1時〜3時30分　集合 同館前　定 50人（先着順）

勝坂を学ぼう！
矢じり作りと弓矢体験 〜縄文人の狩り体験〜

時 12月14日 ㈰ 午前9時30分〜11時30分　会 史跡勝坂遺跡公園管理棟
対 小学生以上（小学生は保護者同伴）　定 20人（申込順）　費 100円
申 11月17日〜12月11日に、電話で文化財保護課へ

ようこそ歴史の世界へ

催し名 時　間 会　場 対象・定員
講演「うまれたおはなしが 絵本と
なって みんなのもとに届くまで」
講 いまきみちさん（絵本作家）

　午前11時    　
〜午後  0時15分

大集会室 各100人（先着順）

大人のための朗読のつどい 午後1時30分
　〜3時20分

本の修繕実演 　午前11時
〜午後  2時

中集会室
前 どなたでも

視覚障害者のための録音体験

午前10時30分
　〜正午　　　

中集会室

飛魚環境研究所のワークショップ
「どんぐり人形を作ろう！」 幼児〜小学生

本のたんていになろう！
〜きえた本をさがせ！〜★

年長〜小学校4年生
20人（申込順）

麻布大学 ISO委員会による
「かんたん、たのしい
環境すごろくゲーム」★ 午後1時〜3時30分

小学生
20人（申込順）

藤野・図書館を考える会の
ワークショップ「ちえのわづくり」 どなたでも

おはなしワニーズ
による

「布絵本・
布おもちゃ展」

　午前10時30分
〜午後  3時    　 視聴覚室

「おはなし会」 午前11時、午後2時
（各30分） 各40人（先着順）

会 市立図書館（中央区鹿沼台）　※希望者は直接会場へ
申 ★は、図書館と市民をつなぐ会・相模原のホームページ（ http://279.islanz.

com/）からか、電話で同会の山本さん（☎090－4947－7147）へ

問 文化財保護課 ☎042－769－8371

今年度のがん集団検診は12月6日で終了です。申込締切日は11月27日
（乳がんマンモグラフィー併用検診は11月21日）です。

コールセンターから
ちょっとおしらせ

市コールセンター Facebookページ「ちょっとおしらせ相模原」
https://www.facebook.com/oshirase.sagamihara

　本市ゆかりの作家を紹介するミニ展示です。今回は、
大村文子基金第10回女子美パリ賞などを受賞した作家
の立体作品とドローイング作品を展示します。
時 11月15日 ㈯ 〜平成27年1月11日 ㈰ 午前9時〜午後

8時（ 1月1日 ㈷ 〜3日 ㈯ を除く。土・日曜日、祝日
等と12月29日 ㈪ 〜31日 ㈬ は午後5時まで）

問 相模原市民ギャラリー ☎042－776－1262

アート
スポット
展示

展示風景、2014年、ポリキャスト

「はやぶさ2」をみんなで応援しよう！！
パブリックビューイングを開催
　幾多の困難を乗り越えて地球に帰還し、多
くの人々に感動と勇気を与えた小惑星探査機

「はやぶさ」。その後継機となる「はやぶさ2」
が、いよいよ打ち上げられます。一緒に「は
やぶさ2」を応援しましょう。
時 午後0時30分～3時30分
会 ①淵野辺駅オーロラデッキ 先着300人に

「はやぶさ2」応援缶バッジを贈呈するほか、銀河連邦ヒーローサガミリオ
ンとの握手会もあります。 ※希望者は直接会場へ

　②市立博物館プラネタリウム、同館エントランス
※プラネタリウムでの観覧には、当日午前9時30分から同館で配布する整

理券が必要
※当日のプラネタリウム番組は、「はやぶさ」関連中心の特別編成になりま

す。詳しくは博物館ホームページをご覧になるか、同館（☎042－750
－8030）へお問い合わせください。

※打ち上げ場所の天候や準備状況などにより、打ち上げ日や放送時刻が変更に
なる場合があります。

問 シティセールス・親善交流課 ☎042－707－7045

11
30 ㈰

「はやぶさ2」画像提供：池下章裕

問 市立博物館 ☎042−750−8030

学習資料展「 戦争と生活 」
　太平洋戦争中の市民生活の様子をはじめ、兵士
から家族に宛てられた手紙などを紹介します。
時 11月26日 ㈬ 〜平成27年3月8日 ㈰ 

午前9時30分〜午後5時
休館日 月曜日（祝日等を除く）、12月24日 ㈬ 、12月28日 

㈰ 〜27年1月3日 ㈯ 、1月13日 ㈫ 、2月12日 ㈭ 

チャレンジ
体験コーナー

　昔の遊び（お手玉、
ヨーヨー、けん玉な
ど）が体験できます。
※開催日など、詳し

くはお問い合わせ
ください。

関 連
イベント

5

　造形教室の先生や美大生などが講師
となって、子どもや大人向けのさまざ
まなワークショップを開催します。

タイトル 日にち 時　間 対　象 定　員
ビー玉でつくる
キラキラの世界 11月29日 ㈯ 

午後  1時
〜3時 小学生以下 15人（申込順）

バラからイメージを
広げる― 抽象画講座

午後  3時
〜5時

大人
（中学生以上） 16人（申込順）

からだの線であそぼう

30日 ㈰ 

午前10時
〜正午 小・中学生 25人（申込順）

モザイク画をつくろう 午後  1時
〜3時 小学生以下

20人（申込順）

マーブルストーンを
つくろう

午後  2時
〜4時 40人（申込順）

逆転時間
ワークショップ

午後  3時
〜5時

小学校
3〜6年生 20人（申込順）

みんなでかざろう☆
クリスマスツリー

29日 ㈯ 
30日 ㈰ 

午後  2時
〜4時 小学生以下 各40人程度（先着順）。

希望者は直接会場へ
申 電話でアートラボはしもとへ
※一部を除き材料費が掛かります。詳しくはお問い合わせください。

時 11月30日 ㈰ 午後5時30分〜7時30分　定 30人（先着順）　※希望者は直接会場へ
問 アートラボはしもと ☎042－703－4654

《アートラボはしもとの催し》

　ブラジル・マレーシアの料
りょう

理
り

作
づ く

りと会
か い

食
しょく

、懇
こ ん

談
だ ん

を楽
た の

しみます。
時 12月

が つ

7日
か

 ㈰
に ち

 午
ご

前
ぜ ん

10時
じ

〜午
ご

後
ご

2時
じ

　会 ソレイユさがみ
対 市

し

内
な い

在
ざ い

住
じゅう

か在
ざ い

勤
き ん

・在
ざ い

学
が く

の中
ちゅう

学
が く

生
せ い

以
い

上
じょう

定 25人
に ん

（申
もうし

込
こ み

順
じゅん

）　費 1,000円
え ん

申 12月
が つ

6日
か

までに、直
ちょく

接
せ つ

か電
で ん

話
わ

で同
ど う

ラウンジ（☎042－750－4150）へ

さがみはら国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

ラウンジの
ハローインターナショナルサロン「世

せ

界
か い

の料
りょう

理
り

教
きょう

室
し つ

」

相模原市民ギャラリー
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上溝駅付近　昭和29年ごろ

カルピス食品工業（昭和36年）

建設中の相模湖IC（昭和39年）

橋本 相模原 相模大野 中核市相模原が誕生

開通を祝うバス

城山ダム建設前の荒川集落（昭和37年）

聖火リレーのランナーたち（県立相模湖公園内）

キャンプ淵
野辺返還式

（昭和49年）

返還前の米
陸軍医療セ
ンター

（昭和56年）

建設中の城山ダム　昭和39年ごろ

谷口付近を走る小田急線　昭和30年 田名の渡し舟で通学　昭和40年

勝瀬橋　昭和30年代

鳥屋諏訪神社祭礼　昭和44年小倉橋　昭和30年代

県立相模湖公園　昭和40年ごろ

新町通り（相模大野）　昭和37年ごろ
東海大学付属相模高校甲子園優勝
パレード　昭和45年

　昭和29年11月20日に人口約8万人でスタートした相模原市。現在で
は、人口70万人を超える大都市へと成長しました。
　これまでの本市の成長の過程を、懐かしい写真とともに振り返ります。

29
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11
月
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1
月
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月
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月

7
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月
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月
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月
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月

49
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3
月

8
月
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月

60
年
10
月

62
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3
年
4
月

11
年
1
月

10
年
9
月

15
年
4
月

16
年
3
月

11
月

18
年
3
月

19
年
3
月

23
年
3
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2
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22
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4
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12
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4
月

4
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10
月
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月

6
月

6
月

8
月

9
月

3
月

9
月

9
月

25
年
3
月

26
年
４
月

50
年
3
月

11
月

5
月

5
月

47
年

5
月

11
月

12
月

写真と共に振り返る相模原市の        年

60

工場誘致条例制定

中央道八王子IC※～
相模湖IC間が開通

商業振興ビジョンを策定 中核市へ移行

基地の返還 『相模原市財政白書（こども
急増びんぼうはくしょ）』を
発行

城山ダムが完成し、
津久井湖が誕生

昭和30年7月

昭和43年12月

昭和58年3月

昭和49年11月　キャンプ淵野辺 返還
　　56年  4月　米陸軍医療センター 返還

昭和50年3月

昭和40年4月
昭和39年10月オリンピック東京大会

カヌー競技を相模湖で開催
　産業の中心が農業から工業
へと移り始める中、本市では、
工場誘致条例を定めて、積極的
な工場誘致を進めました。　
　条例によって最初に進出を
決定したのは、カルピス食品工
業（現カルピス）でした。その
後も、大規模な工場が次々に建
設され、本市は国内有数の内陸
工業都市へと発展しました。

さがみはらの今昔写真を AR
（拡張現実）で紹介します。

Appstoreか、Googleplay
から「Aurasma」アプリをダ
ウンロード（無料。通信料は
自己負担）。アプリを起動し
ます。

①左に5回スラ
イド。②右下の

「Skip」を 選 択
し、③画面下部
の　 を選択。

   マークを選択し、検索窓で「相模原今昔」と
入力・検索。「相模原今昔」を選択し「Follow」

「フォローする」を選択。

　マークを選択し、下の
　　 の付近に画面をかざ
すと動画が再生します。

動画サイト「相模原動画チャンネル」
　本市の昔の写真などを交えた動画を発信しています。
市ホームページからご覧になれます。

　中央道の開通は、人々の交流や物流などに、大きな変化をもたらしました。
現在では、圏央道の開通により中央道・東名高速 ･ 関越道がつながり、広域
交通網はますます充実してきています。　　　      ※IC=インターチェンジ

　本市の発展が進むにつれ、基地の存在が都市計画上の大きな支障となってきました。こうした中、
市は昭和46年6月に発足した市米軍基地返還促進等市民協議会などと共に、活発な返還運動を展開し
てきました。
　キャンプ淵野辺 ･ 米陸軍医療センターが全面返還され、跡地には市立博物館や公園、学校などの公
共施設の建設が進みました。また、今年9月に相模総合補給廠

しょう

の一部が日本政府へ返還されました。

　本市は成長を続け、昭和50年
には市制施行当時の人口と比べ
4.5倍の約37万7,000人になり
ました。そのため、学校や下水
道などの生活に必要な施設整備
が追い付かない状況でした。こ
の白書は、市の財政の苦しさを
広く国や県、市民へ訴えたもの
でした。

　県内の人口増加による水道
水の確保や、工業用水などの
需要に対応するため、城山ダ
ムが建設されました。湖底に
沈むことになった集落に住む
人たちは、主に近隣市町へ移
転しました。県の発展へ寄与
することになった皆さんの思
いは、今も「湖底のふるさと」
に眠っているのでしょう。

　オリンピック東京大会で
は、県立相模湖漕

そう

艇
てい

場でカ
ヌー競技が開催されまし
た。常陸宮ご夫妻やオラン
ダ王国王女も観戦に訪れま
した。市内（藤野町～相模
湖町）も聖火リレーのコー
スとなり、当時の相模湖町、
藤野町の皆さんが聖火リ
レーに参加しました。
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相
模
原
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誕
生

相
模
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城
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町
、津
久
井
町
誕
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工
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制
定

藤
野
町
誕
生

尾
崎
記
念
館（
現
尾
崎
咢が

く

堂ど
う

記
念
館
）が
完
成

首
都
圏
整
備
法
に
よ
る
市
街
地
開
発
区
域
第
１
号
に
指
定

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
カ
ヌ
ー
競
技
を
相
模
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で
開
催

城
山
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完
成
し
、津
久
井
湖
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誕
生

中
央
道
八
王
子
Ｉ
Ｃ
～
相
模
湖
Ｉ
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間
が
開
通

皇
太
子
殿
下
が
城
山
ダ
ム
と
城
山
発
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所
を
視
察

東
海
大
学
付
属
相
模
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
で
初
優
勝

石
井
家
住
宅（
藤
野
町
）が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

第
１
回
市
民
桜
ま
つ
り
開
催

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
市
内
全
区
間
で
複
線
化

米
陸
軍
医
療
セ
ン
タ
ー
が
日
本
政
府
へ
全
面
返
還

商
業
振
興
ビ
ジ
ョ
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を
策
定

南
合
同
庁
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現
南
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合
同
庁
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）が
完
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陣
馬
山
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相
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湖
周
辺
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県
立
自
然
公
園
に
指
定

中
国
・
無
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市
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友
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Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
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縁
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、銀
河
連
邦
交
流
が
始
ま
る

小
倉
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
夏
期
）が
始
ま
る

京
王
相
模
原
線
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全
線
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通

郷
土
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館「
ふ
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」（
現
吉
野
宿
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じ
や
）開
館

田
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国
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中
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新
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指
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相
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医

療
セ
ン
タ
ー（
ウ
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ー
プ
ン

相
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麻
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『
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カ
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カ
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国
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勝

　人口50万人を超えた相模原市。
「中核市」への移行により、県から
1,000を超える行政事務の移譲を
受けました。これにより、きめ細
かな行政サービスの提供が可能と
なりました。

　21世紀を展望し、まちづくりと一体と
なった計画的な商業地づくりをめざして
策定されました。この中で、橋本・相模
原・相模大野の3つの地区を商業地の拠
点とし、多核連携のまちづくりを進めるこ
とで、商業の活性化、利便性の高い快適な
市民生活の実現をめざしてきました。

平成15年4月

問 広聴広報課 ☎042－769－8200
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● ● ● ス ポ ー ツ ・ レ ク
リ エ
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青山学院大学庭球部による 硬式テニス教室
時 12月7日 ㈰ ①午前9時30分〜正午②午後1時30分〜4時 〈雨天中止〉
会 同大学緑が丘グラウンド（中央区緑が丘）
対 市内在住か在勤の18歳以上で、テニス初・中級者＝各50人（抽選）
費 各500円（傷害保険代）
申 11月25日（必着）までに、往復はがきに住所、氏名、年齢、電話番号、①

か②、「テニス教室」と書いて、同グラウンド（〒252－0225　中央区緑が
丘2－40－1）へ

問 同大学硬式庭球部OGの川原さん ☎090－1848－1332

少年少女サッカー教室
　東京ヴェルディ1969相模原支部の指導者が、サッカーの楽しさを教えます。
なでしこジャパンに憧れる女子の参加も歓迎です。
時 12月7日 ㈰ 午前10時〜正午
会 津久井又野公園
対 市内在住か在学の小学生＝30人（申込順）　費 500円
申 直接か電話で同公園（☎042－784－4756）へ

キッズ運動 ヘキサスロン教室
　走る・跳ぶ・投げるなどの基本的な動作を楽しく身に付けられる運動と、
運動能力測定を行います。
時 12月6日 ㈯ ・13日 ㈯ 午前10時30分〜午後0時15分
会 横山公園野球場
対 小学生（保護者同伴）＝各40人（申込順）　費 各500円
申 開催日前日までに、直接か電話、ファクスに住所、氏名（ふりがな）、年齢、

性別、電話番号、希望日（両日でも可）、「ヘキサスロン」と書いて、同公園（☎
042－758－0886　FAX042－758－0586）へ

施設の教室
相模原ギオンスタジアム（相模原麻溝公園競技場）

教室名 日にち 時　間 対　象 定　員 費　用

ランニング
クリニック 12月14日 ㈰ 午前10時

〜11時30分
18歳以上のラン
ニング初心者

（高校生を除く） 各20人
（申込順）

500円

押し絵〜お正月飾り
づくり〜 12月18日 ㈭ 午前11時

　〜正午
18歳以上

（高校生を除く）
1,500円

（材料費
を含む）申込期限 12月11日

申 電話か、ファクス、Eメールに住所、氏名、年齢、電話番号、教室名を書いて、
同所（ ☎042−777−6088　 FAX 042−777−0161　 asamizo-stadium@
dream.jp）へ

施設の教室
銀河アリーナ
教室名 日にち 時　間 対  象 費  用

①ジュニア
スケート

アイスホッケー 12月2日〜23日
の毎週火曜日 午後6時30分

　〜8時15分
5歳〜
中学生 各1回

500円
スピードスケート・
フィギュアスケート

12月4日〜25日
の毎週木曜日

②早朝スケート 12月7日〜28日
の毎週日曜日

午前6時30分
　〜8時30分 5歳以上

③初心者スケート〈全4回〉
12月8日 ㈪ ・

10日 ㈬ ・15日 
㈪ ・17日 ㈬ 

午後6時30分
　〜8時

16歳以上
＝20人

（抽選）
3,500円

申 ③11月29日（必着）までに、往復はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、
電話番号、「初心者スケート」と書いて、同所（〒252−0229　中央区弥栄3－
1－6　☎042−776−5311）へ

※貸靴代別途1回410円（中学生以下210円）。①②の希望者は直接会場へ

施設の教室
さがみはらグリーンプール

教室名 日にち 時　間 対　象 定　員
（申込順）

水泳・健康　費 ①3,000円②4,000円③④各400円⑤200円

①はじめての水球
〈全4回〉

11月29日〜12月
27日の毎週土曜日

（12月13日を除く）
 午前11時30分
〜午後0時30分

25m以上
泳げる

小・中学生 各
30人

②スタート・
ターン〈全4回〉

12月3日〜24日の
毎週水曜日

午後0時30分
　〜1時30分

18歳以上
（高校生を除く）

③転倒予防〈全2回〉12月4日 ㈭ ・5日 ㈮ 午前11時〜正午 40歳以上

各
15人

④お腹引き締め
〈全2回〉

12月11日 ㈭ 
12日 ㈮ 

午後2時30分
　〜3時30分

15歳以上
（中学生を除く）

⑤ストレッチング 12月15日 ㈪ 午後1時30分
　〜2時30分

18歳以上
（高校生を除く）

文化体験　費 ⑥〜⑧各1,500円⑨3,000円
⑥書道

12月11日 ㈭ 
午前10時〜正午

18歳以上
（高校生を除く）

各
10人⑦ペン字 午後1時30分

　〜3時30分
⑧絵手紙 12月15日 ㈪ 午前10時〜正午

各
20人⑨フラワー

アレンジメント 12月20日 ㈯ 　午前10時30分
〜午後  0時30分

申 開催日前日までに、直接か電話で同プール（☎042−758−3151）へ

障害児のためのポニー乗馬
　ポニーの乗馬や世話を通して、心身のリフレッシュを図ります。

日にち 時　間 会　場 定　員
12月13日 ㈯

20日 ㈯
27日 ㈯

午前10時〜11時30分 相模原麻溝公園
ふれあい動物広場

各6人（抽選）
※参加は1人1回午後1時30分〜3時

対 市内在住の障害がある4歳〜中学生で、保護者が同伴できる人
申 11月29日〜12月2日に、直接か、ファクス、Eメールに住所、氏名（ふり

がな）、年齢、電話・ファクス番号、希望日時、｢障害児のためのポニー乗
馬｣と書いて、同広場（☎ FAX042－778－3900　 sagamihara@harmo
nycenter.or.jp ）へ

居合道・杖道体験教室
時 11月30日 ㈰ 午前9時〜正午
会 市体育館（市役所前）
対 15歳以上（中学生を除く）
※希望者は運動ができる服装で直接会場へ

市民スキー選手権大会
時 平成27年1月31日 ㈯ 、2月1日 ㈰ 

午前8時30分
会 八海山麓スキー場（新潟県南魚沼市）
申 11月29日までに、市体育協会にあ

る申込用紙（同協会ホームページにも
掲載）を同協会へ

※詳しくは市スキー協会ホームページを
ご覧ください。

チャリティーダンスフェスティバル
時 11月30日 ㈰ 午前11時〜午後5時
会 総合体育館
費 当日券1,000円　前売券500円
※希望者はダンスシューズを持って直接

会場へ
※前売券の購入希望者は、電話で市ダン

ススポーツ連盟の油谷さん（☎042－
755－6413）へ

市体操協会創立30周年記念
日本代表選手招待演技会「ジムナス
ティックフェスティバル2014」
時 11月30日 ㈰ 
　午後2時5分〜4時10分
会 北総合体育館　定 1,600人（先着順）
※希望者は直接会場へ
※詳しくは市体操協会ホームページをご

覧ください。

近郊高校生卓球大会（シングルス）
時 12月23日 ㈷ 午前9時
会 総合体育館　費 300円
申込期限 12月5日（必着）
※詳しくは市卓球協会ホームページをご

覧ください。

ペタンク初心者実技講習会
時 11月30日 ㈰ 午前9時〜正午
集合場所 サーティーフォー相模原球場会

議室
会 淵野辺公園中央広場
対 小学生以上＝40人（先着順）
※希望者は運動ができる服装で直接会場へ

市民サッカー選手権大会（高校生）
時 27年1月31日 ㈯ 〜2月15日 ㈰ 

午前9時
会 相模原ギオンスタジアムほか
申 11月28日までに、市体育協会にあ

る申込用紙（同協会ホームページにも
掲載）を同協会へ

市体育協会 ☎042−751−5552　 FAX 042−751−5545
〒252−0236　中央区富士見6−6−23　けやき会館内

taikyo@jade.dti.ne.jp　 HP http://www.jade.dti.ne.jp/~taikyo/
市 体 育 協 会 からのお知らせ

12月14日 ㈰ 開催の総合体育館卓球大会 対象者について
本紙11月1日号8ページに掲載した同記事について、対象者は次のとおりです。
対 市内在住か在勤の就労している人
→ 対 市内在住か在勤の15歳以上（学生を除く）

8
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渓松園カラオケのど自慢 出場者募集
時 平成27年1月20日 ㈫ ・27日 ㈫ 

午前10時〜午後3時50分
対 市内在住の60歳以上＝各60組（申込順）
申 12月1日〜27日に、老人福祉センター渓松園にあ

る申込用紙（市まち・みどり公社ホームページにも
掲載）を同園（☎042－761－9291）へ

私立幼稚園就園奨励補助金は12月上旬に幼稚園に振り込まれる予定です。
その後、保護者は幼稚園を通じて受け取ることになります。

コールセンターから
ちょっとおしらせ

市コールセンター Facebookページ「ちょっとおしらせ相模原」
https://www.facebook.com/oshirase.sagamihara

9

●イベント
　ブラスバンドの演奏や落語など
時 11月23日 ㈷ 午前10時〜午後4時
●浴室無料開放
時 11月22日 ㈯ ＝女性

11月23日 ㈷ ＝男性
午前10時30分〜午後4時

※詳しくはお問い合わせください。
※プールは休止中。再開日は、決まり次第本紙などでお知らせします。

問 市民健康文化センター ☎042－747－3776

まちだイルミネーションパーク 2014
　初日の点灯式をはじめ、期間中はさまざまなイベントが行われます。
時 11月29日 ㈯ 〜12月25日 ㈭ 　※イルミネーションは午後5時〜9時
会 町田シバヒロ〈町田市役所旧庁舎跡地（町田市中町1－375－4）〉

❖町田シバヒロラビリンス（巨大イルミネーション迷路）
時 11月29日〜12月23日の土・日曜日、祝日等 午後5時〜9時
費 100円（未就学児は無料）
※入場は午後8時30分まで。混雑状況により入場を規制する場合があります。
❖“お笑い”ステージ

時 11月29日 ㈯ 午後6時、12月20日 ㈯ ・21日 ㈰ ・23日 ㈷ 午後5時
❖“まちだっ子”ステージ

時 11月29日 ㈯ 午後3時〜4時
11月30日〜12月23日の土・日曜日、祝日等 午後1時〜5時

❖ワークショップ　※希望者は直接会場へ
　クリスマスの装飾を作ります。できあがった作品は、会場内のヒマラヤ杉
付近で展示する予定です。

　時 午後1時〜4時（11月29日は午後3時〜4時30分）
　対 小学生以下＝各日20人（先着順）
❖フードコーナー　体が温まるメニューを中心に取りそろえています。

※悪天候等により、プログラムが変更・中止となる場合があります。詳しくは、町
田シバヒロホームページをご覧ください。

問 町田市産業観光課 ☎042－724－3296

昨年のふれあい広場での発表会の様子

さがまちカレッジ学ぶことは、面白い。 〈12月講座〉

季節の花〜クリスマスとお正月を楽しむ講座（フラワーアレンジメント）
　お正月の①しめ縄飾り②和風アレンジ
時 12月①20日 ㈯ ②21日 ㈰ 午前10時〜11時30分
会 町田・デザイン専門学校（町田市森野）
対 高校生以上＝各20人（抽選）　費 各6,000円（材料費を含む）
申 11月25日（必着）までに、各まちづくりセンター（橋本・本庁地域・大野南を

除く）・公民館などにある申込用紙をさがまちコンソーシアム事務局（☎042
－747－9038）へ　※同コンソーシアムホームページからも申し込めます。

期
間
中
同
時
開
催

　公園で採った木の実などを使って、クリスマスリース
を作ります。
時 12月6日 ㈯ 午後2時〜3時　会 相模湖林間公園
対 市内在住か在勤・在学の小学生以上＝15人（申込順）
費 200円
申 直接か電話で同公園（☎042－685－1330）へ

　クリスマスリースを作り、お正月向けのアレンジ方法
も学びます。
時 12月10日 ㈬ 午前10時〜正午　会 環境情報センター
対 18歳以上（高校生を除く）＝20人（申込順）
費 2,500円
申 12月9日までに、直接か電話で市まち・みどり公社（☎

042－751－6624）へ

ふれあいの湯
　「山中湖平野温泉石割の湯」の濃縮温泉水を使った

「ふれあいの湯」で、気軽に温泉気分が味わえます。
時 11月26日 ㈬ 〜29日 ㈯ 午前10時30分〜午後4時
会 新磯ふれあいセンター
費 200円（65歳以上・中学生以下100円、障害者は無料）

問 新磯ふれあいセンター ☎046－255－1311

バルーンアート教室
　風船で、雪だるまや猫などの形を作ります。
時 12月21日 ㈰ 午前10時30分〜正午、午後1時30分〜3時
会 さがみはら北の丘センター
定 各10人（申込順）　※未就学児は保護者同伴
費 500円
申 12月20日までに、直接か電話で同センター（☎042－773－5570）へ

寄せ植え教室
　広いスペースがなくてもできる「寄せ植え」で、
手軽にガーデニングを始めてみませんか。
時 11月26日 ㈬ 午前10時〜11時30分
会 相模大野中央公園
対 市内在住か在勤・在学の人＝20人（申込順）
費 1,500円
申 電話で相模原麻溝公園管理事務所（☎042－777－3451）へ

みんなで歩こう！晩秋の高尾山〈13㎞〉
時 11月27日 ㈭ 〈小雨決行〉
集合 午前8時50分〜9時20分に熊野児童遊園

（JR中央線高尾駅北口から徒歩7分）
解散場所 高尾山山頂
費 500円
※希望者は昼食、飲料水、雨具を持って直接集合場所へ

問 市ウオーキング協会 ☎090－4134－5808

相模の大
お お

凧
だ こ

センターの教室
押し花

　押し花を使って来年の干
え

支
と

（未
ひつじ

）を
作ります。
時 11月30日 ㈰ 午後2時〜4時
対 小学校4年生以上＝20人（申込順）
費 1,000円

共 通
申 直接か電話、ファクスに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、教室名を書いて、

新磯ふれあいセンター（☎046－255－1311　FAX 046－255－1361）へ

七宝焼き
　七宝焼きのブローチを作ります。
時 12月16日 ㈫ 午後1時〜4時
対 市内在住か在勤・在学の人
定 15人（申込順）
費 1,500円

市民健康文化センターの催し
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全国瞬時警報システム
（ Jアラート ）の試験放送

　緊急時の情報を確実に伝えるため、全
国一斉の試験放送を実施
※Jアラートとは、地震や武力攻撃など、
対処に時間的余裕のない事態が発生した
ときに、国からの情報をひばり放送など
を通じて伝えるものです。
時 11月28日 ㈮ 午前11時ごろ
内「これは、テストです。」という音声を
3回繰り返し放送
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
問 緊急対策課

一般廃棄物処理基本計画の
取り組み状況

　同計画の平成25年度の取り組み状況
を公表します。
　詳しくは各行政資料コーナー・図書館・
まちづくりセンター・公民館で閲覧でき
るほか、市ホームページでもご覧になれ
ます。
問 廃棄物政策課

分譲マンション無料相談
時 12月1日 ㈪ 午後1時30分〜4時30分
会 中央区役所市民相談室
対 市内の分譲マンションに住んでいる人
定 3組（申込順）
申 11月17日〜26日に、電話で建築指導
課（☎042－769－8253）へ

休日納税相談窓口のご利用を
　平日に、国民健康保険税の納付相談や
納税ができない人のために、窓口を開設。
電話相談も可
時 12月7日 ㈰ 午前9時〜午後4時

会　場 電話番号
国民健康保険課

（市役所本館1階） 042－769－8234

緑市税事務所
（緑区合同庁舎5階）042－775－8808

南市税事務所
（南区合同庁舎3階）042－749－2163

年末ジャンボ
年末ジャンボミニ7000万宝くじ販売

 市内で購入を
　市内で購入された宝くじの収益金は、
本市のさまざまな事業に役立てられま
す。ぜひ、市内の宝くじ売り場でお買い
求めください。
販売期間 11月21日 ㈮ 〜12月19日 ㈮
問 財務課

「 アップくん 」が
フェイスブック・ツイッターを開始

　市の選挙啓発キャラクター「アップく
ん」が、選挙情報・豆知識・啓発活動な
どを発信します。

※市ホームページからもご覧になれます。
問 市選挙管理委員会事務局

相模原税務署
青色決算・消費税等説明会
日にち 会　場

12月2日 ㈫ サン・エールさがみはら
3日 ㈬ 津久井保健センター
4日 ㈭ 市民会館
5日 ㈮ 県高相合同庁舎

時 午後1時30分〜3時30分
※希望者は筆記用具を持って、直接会場へ
問 相模原税務署（☎042－756－8211 
自動音声案内に従い「2」を選択）

児童扶養手当と公的年金の併給
　12月時点で、児童扶養手当の支給要
件に該当していて、手当額よりも公的年
金額等が低額の場合、差額分を手当とし
て支給します。※対象の人は申請が必要
児童扶養手当月額（平成26年度時点）

児童数 全額支給 一部支給
※所得により変動

1人 4万1,020円 　4万1,010円
〜  9,680円

2人 4万6,020円 　4万6,010円
〜1万4,680円

3人以上 3人目から1人につき3,000円
加算

※年金受給月額等が手当月額の全額支給
額より高い場合、支給の対象にはなりま
せん。
問 こども青少年課

平成27年「 はたちのつどい 」
時 27年1月12日 ㈷ 
対 6年4月2日～7年4月1日に生まれた人
※対象者には11月中旬に案内状を郵送。
届かない場合は、電話で市コールセン
ター（☎042－770－7777）へ
※開催時間・会場など詳しくは、市ホー
ムページをご覧になるかお問い合わせく
ださい。
問 こども青少年課

「 難病の患者に対する
医療等に関する法律 」が施行

　平成27年1月の法施行により、難病の
ある人に対する公平で安定的な医療費助
成制度が確立し、総合的な対策が推進さ
れます。
　対象となる疾病は、27年1月に110種
類に拡大し、同年夏頃には約300種類に
拡大します。
※詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、お問い合わせください。
問 制度について 疾病対策課 
相談・手続きについて 緑高齢者相談課、
中央高齢者相談課、南高齢者相談課

子犬・子猫の譲渡会と
飼い方などの相談

譲渡会
時 12月7日 ㈰ 午後1時〜1時30分
　〈雨天決行〉
対 ①譲りたい人②欲しい人ともに市内
在住の20歳以上
①子犬・子猫は生後約2〜5か月で、1週
間前までに市獣医師会所属の動物病院で
健康チェックと駆虫（実費約1,000円）を
受けてください。②印鑑と健康保険証な
どの住所・氏名を証明できる書類、2,000
円（マイクロチップ代・装着費用。動物
病院での登録費用などは別途）が必要
飼い方などの相談
時 12月7日 ㈰ 午後1時30分〜2時
対 当日、譲渡会で子犬・子猫を譲り受け
た人

共 通
会 衛生試験所の北側に隣接する建物（中
央区富士見1－3－41）
※愛犬・愛猫の同伴は不可
問 市獣医師会譲渡会事務局（榎本犬猫病
院 ☎042－685－1101）か生活衛生課

学生（未内定就活生）就労支援事業
参加者

　企業でのインターンシップを通じて知
識や技術を習得し、内定取得をめざす学
生

対 大学、大学院、専門学校を平成27年
3月に卒業予定で就職活動をしている人
定 50人（選考）
インターンシップ期間 12月中旬から27
年1月下旬の間で必要と認められる期間
内 人材派遣会社による教育研修や市内
企業でのインターンシップなど
※インターンシップ期間中、人材派遣会
社を通じて助成金が支払われます。
※事業に参加するには説明会への参加が
必要です。
事業説明会

日にち 時　間

① 11月17日 ㈪ 午後1時30分
　　3時30分・6時

② 18日 ㈫ 午後1時30分
　　3時30分③ 19日 ㈬ 

④ 26日 ㈬ 
午後3時30分・6時

⑤ 27日 ㈭ 

会 ①④市民会館
②③⑤ユニコムプラザさがみはら

定 各20人（申込順）
申 電話でパソナ就労支援研修センター

〈☎042－851－3980（土・日曜日、祝
日等を除く）〉へ

地域活力推進員（ 非常勤特別職 ）
　地区自治会連合会等の事務など
勤務 平成27年4月〜28年3月の原則月
〜土曜日の指定する5日間で、午前9時
〜午後5時か所属長が指定する7時間（休
日勤務あり）
勤務場所 各まちづくりセンターなど
賃金 月額24万円
対 パソコンで表計算やチラシ作成がで
き、普通自動車運転免許がある人
定 20人程度（選考）
申 11月17日〜28日（消印有効）に、直接
か郵送で、市民協働推進課か各まちづく
りセンターなどにある募集案内に付いて
いる申込書（市ホームページにも掲載）と
作文を同課（〒252－5277　中央区中央
2－11－15　☎042－769－8226）へ
※詳しくは募集案内をご覧になるか、お
問い合わせください。

自衛官
種　目 対　象

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒

中学校卒業（見込み
含む）〜16歳の男子

防衛大学校学生 高校卒業（見込み含む）
〜20歳の人

※受付期間、試験日時など詳しくはお問
い合わせください。
問 自衛隊相模原地域事務所（☎042－
755－0694）

■ 電話番号の記載がない記事の問い合わせは　市役所 ☎042－754－1111㈹

お 知 ら せ

募 　 集

※コンビニエンスストアでも
納付できます
納税は便利な口座振替で
申 金融機関の窓口へ

納期限は 12月1日 ㈪ 
▶国民健康保険税　第6期
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自立支援医療（ 精神通院 ）の
診療報酬明細書点検嘱託員

勤務 平成27年1月〜3月の週2〜3日程
度（土・日曜日、祝日等を除く）で、午前
9時30分〜午後4時30分
勤務場所 精神保健福祉センターなど
賃金 時給1,470円
対 診療報酬明細書の点検業務経験があ
る人＝若干名（選考）
申 11月17日〜12月1日（必着）に、直接
か郵送で履歴書（写真貼付）を精神保健
福祉課（〒252－5277　中央区中央2－
11－15　☎042－769－9813）へ
※後日、面接あり

さがみはら若者サポート
ステーションの催し

①さがみはら若者サポートステーション
説明会＆出張簡易相談会 in 中央区
時 11月27日 ㈭ 午後2時〜4時
会 青少年学習センター
②若者支援特別講座「若者は何度でもやり
直せる」〜マイナス100からのスタート〜
　将来への不安、自信の喪失などの悩み
を抱える若者へ向けたお話
時 11月28日 ㈮ 午後2時〜4時
会 サン・エールさがみはら

共 通
対 ニート・ひきこもり状態やフリーター
など、就労困難や社会参加をめざす若者
とその家族
定 ①30人②40人（申込順）
申 11月17日から、直接か電話で同ス
テーション（☎042－703－3861）へ

インクルーシブ教育推進フォーラム
〜共に学び共に育つ教育について

考える〜
日にち 会　場

① 12月6日 ㈯ 平塚市中央公民館
（平塚市追分）

② 12日 ㈮ 藤沢市民会館
（藤沢市鵠沼東）

③ 20日 ㈯ 横浜市社会福祉センター
（横浜市中区桜木町）

④ 平成27年
1月30日 ㈮ 

海老名市文化会館
（海老名市上郷）

時 ①〜③午後2時〜4時30分
④午後1時45分〜4時

定 ①200人②400人③④各300人（申込
順）
申 開催日の2週間前までに、県教育委員
会ホームページから申し込んでください。
問 同委員会（県子ども教育支援課内　☎
045－210－8217）

明るい選挙推進大会
　ポスター・標語コンクールの表彰式や
作品の展示、鼓笛隊の演奏など
時 11月29日 ㈯ 午前10時〜11時30分
会 あじさい会館
※希望者は直接会場へ
問 市選挙管理委員会事務局

ソレイユさがみの催し
であいのサロン
　おしゃべりをする気楽な交流の場
時 12月8日 ㈪ 午前10時〜正午
定 30人（申込順）
子育ておしゃべりサロン
　自分らしい子育てを見つける場
時 12月15日 ㈪ 午前10時30分〜正午
対 1歳未満の初めての子とその保護者
定 10組（申込順）

共 通
申 直接か電話、ファクスに氏名、電話
番号、催し名を書いて、同所（☎042－
775－1775　FAX042－775－1776）へ
※未就学児（2歳以上）の保育あり（要予約）

災害ボランティアコーディネーター
養成講座〈 全2回 〉

時 11月29日 ㈯ ・30日 ㈰ 
午前9時30分〜午後5時

会 あじさい会館
対 市内在住の人＝20人（申込順）
費 500円
申 11月25日までに、電話か、ファクス、
Eメールに住所、氏名、電話番号、「災害
ボランティアコーディネーター養成講座」
と書いて、市社会福祉協議会中央ボラ
ンティアセンター（☎042－786－6181
FAX 042－786－6182　 svc@sagami
harashishakyo.or.jp）へ

成年後見制度 市民公開講座
　制度の理解を深めるための講座。講座
終了後、専門家による無料相談会あり
時 11月29日 ㈯ 午後1時30分〜3時
会 ウェルネスさがみはら
講 横山泰夫さん（税理士）
対 市内在住の人＝100人（先着順）
※希望者は直接会場へ
問 中央高齢者相談課

消費者と事業者の暮らしの問題
交流会「もしもの時に慌てない！

葬儀とお墓のあれこれ 」
　葬儀契約の注意点や最近の葬儀事情に
ついての講演と意見交換
時 12月4日 ㈭ 午後2時〜4時
会 橋本公民館

定 70人（申込順）
申 11月17日から、電話で生活安全課（☎
042－769－8229）へ

パソコン・タブレット無料体験
　初歩的な操作について体験
体験会 日にち 時　間

パソコン
12月  2日 ㈫ 午前9時30分

 ～11時

11日 ㈭ 
午後1時30分
　～3時タブレット

12月  2日 ㈫ 

19日 ㈮ 

会 産業会館　定 各12人（申込順）
申 直接か電話で同館（ ☎042－753－
8133）へ

サン・エールさがみはらの講座
キッチンから始める整理・収納・掃除・
活用術講座
時 12月4日 ㈭ 午後6時30分〜8時30分
定 40人（抽選）
働く女性支援講座〜耳つぼジュエリー体
験付き〜
　働く女性が知っておきたい法律・制度
など
時 12月7日 ㈰ 午前9時30分〜正午
定 15人（抽選）
※未就学児（2歳以上）の保育あり（要予約）

共 通
対 市内在住か在勤の人
申 11月25日（必着）までに、はがきかファ
クス、Eメールに住所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号、講座名を書いて、
同所（〒252－0131　緑区西橋本5－4
－20　☎042－775－5665　 FAX042－
775－5515　 sun-yell@ajisaimei
tsu.or.jp）へ

さがみはら女性のための創業サロン
起業家への一歩を踏み出す

スペシャルデー
　セミナー、女性起業家トークショー、
ランチ会、ワークショップなど
時 12月13日 ㈯ 、平成27年2月10日 ㈫ 
のいずれか1日 午前10時〜午後3時
会 産業会館
対 創業・起業を考えているか、創業・起
業して間もない女性
定 各20人（申込順）
費 各1,500円
申 電話か、ファクス、Eメールに住所、
氏名、電話番号、希望日、「女性のため
の創業サロン」と書いて、市産業振興財
団（ ☎042－759－5600　 FAX 042－
759－5655　 soho@ssz.or.jp ）へ
※詳しくは、同財団ホームページをご覧
ください。同財団ホームページからも申
し込めます。

講 演・講 座

イ ベ ン ト
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費用の記載がない場合は
無料です。催 し

●相模台クリニックバザー　音楽演奏や手
作り作品の販売など　11月21日 ㈮ 午前
10時〜午後3時、相模台クリニック（座間
市相模が丘）　 問 同所（☎046－256－
3300）
●合同作陶展　11月23日 ㈷ ・24日 ㉁ 
午前10時30分～午後5時（ 24日は午前10
時～午後4時）、サン・エールさがみはら　
問 海

う ん

野
の

（☎042－773－7620）
●脊髄損傷者のための相談会　11月30日 
㈰ 午後1時〜4時、けやき会館。対象は脊
髄を損傷している人とその家族。定員10人

（先着順）　問 赤城（☎042－852－3525）
●多摩ウィンドフィルハーモニーオーケス
トラファミリーコンサート　曲目は「祝典
のための音楽」ほか　11月30日 ㈰ 午後2
時〜4時、八王子市南大沢文化会館（東京
都八王子市南大沢）　問 同オーケストラ

（☎090－6544－1777）
●社交ダンス無料講習会　12月3日〜24
日の毎週水曜日午後7時30分〜9時30分、
陽光台小学校。対象は多少経験がある人　
問 佐藤（☎090－8430－9218）
●ひまわりフェアー　手織り製品や花の販
売、バザーなど　12月6日 ㈯ ・7日 ㈰ 午
前10時〜午後3時、ひまわり工房（中央区
陽光台2−2−6）　問 同所（☎042−754
−3405）

会費などは個別にお問い
合わせください。仲 間

●器械体操　毎週火曜日午後6時30分、小
山中学校。対象は年長以上の人。初心者
歓迎。体験可　問 田中（☎090－4395－
3754）
●社交ダンス　毎週土曜日午後1時、市体
育館（市役所前）ほか。対象は初心者　問
斉藤（☎090－7738－3319）
●水泳　毎週火曜日午後7時、さがみはら
グリーンプール。初心者歓迎　問 井上（☎
090－6489－6216）
●リズム体操・ストレッチ　月3回木曜日
午前10時、中央公民館ほか。体験可　問
能條（☎042－733－1132）
●俳句　第3日曜日午前9時、杜

も り

のホール
はしもと。初心者歓迎　問 沖山（☎042－
674－1588）
●登山・ハイキング　毎週土・日曜日、丹
沢や奥多摩方面　問 萩生田（☎042－724
－6468）
●日本画　毎月第1・第3火曜日午後1時、
市民会館。見学可　問 岡村（☎080－2010
－6851）

読者のひろば
（敬称略）

▶掲載の申込方法は毎月1日号でお知らせします

午前８時〜午後９時 年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。

市の手続き、イベントや
施設のお問い合わせに… 相模原市コールセンター � ☎042－770－7777

� 042－770－7766FAX



ウオーク＆フォーラム 2014ウオーク＆フォーラム 2014
～３万人ウオークをリニューアル～

津久
井で楽しく健康づくり津久
井で楽しく健康づくり

Facebookページ「ミウル」 
https://www.facebook.com/miuru.midori

緑区のイベント情報や地域の話題
などを、「ミウル」が紹介中！

Twitterアカウント「ミウル」
@miuru_midori 

LINE「ミウル」
ID：＠miuru

1人では難しい歌
も、男女みんなで
声を出し合い、素
敵なハーモニー
を奏でます。

男性限定のそば打ち同好会「麺＇s倶楽部」も人気です。
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内出の森コンサート内出の森コンサート Vol.2

地域の子どもに夢・感動イベント～本物に触れよう～地域の子どもに夢・感動イベント～本物に触れよう～

　爽やかな秋空の下、津久井湖城山公園を巡る
ウオーキング、健康づくりの体験、郷土料理を
味わえるイベントに出掛けてみませんか。

時 11月29日 ㈯
●ウオーキング部　午前9時（受け付けは午前8時30分から）
	 緑区ウォーキングマイレージのイベントコースに認定されている

道のりを、約２時間かけて歩きます。
●和い輪い部（健康づくり体験）　午前11時～午後2時
●津久井郷土料理ランチ〈費 1食200円　定 200人（申込順）〉　
　午前11時～午後2時
会 津久井中央公民館
申込期限 11月21日まで
※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

　NHK交響楽団団友会と若い優秀な演奏者によって構成された N響
団友オーケストラや地域の少年少女鼓笛隊・吹奏楽部が出演します。
時 11月22日 ㈯ 午後0時30分（開場は正午から）
会 内出中学校体育館
※希望者は上履きを持って直接会場へ

　大沢地区では、地域の人たちが気軽に親しい関係になれる
コミュニティ作りが行われています。集まったご近所さん
がみんなで一緒に活動することで、より楽しく、より成長し、
人のつながりがさらに増えていく。そんな触れ合いの場づ
くりに取り組んでいる団体を紹介します。

問 楽しむ健康づくり実行委員会（津久井保健福祉課内） ☎042−780−1414

問 地域で本物に触れよう実行委員会代表の中里さん ☎090−1409−6870

　週に2回程度、歌やビーズステッチ、そば打ちなど、ご近所さん
を集めて活動している「大沢みんみんの館

い え

」。「もっともっと歌い
ま専科」の開催日には、ピアノの生伴奏の下、「青い山脈」や「瀬戸
の花嫁」などの懐かしい流行歌や、四季に合わせた童謡の歌声が、
参加者の笑顔と共に館いっぱいに広がります。

　上九沢団地を拠点に、「子どもたちの育ちを見守る」とい
う目的を持つ親やボランティアが集まって、「くすのき広
場」を運営しています。子どもたちのために学習の機会や
遊び場を提供し、お掃除大作戦（近隣の清掃）や段ボール遊
びなどの活動を通して、子ども同士はもちろん、地域の大
人とも触れ合い、世代を超えた交流をしています。広場で
育った子どもたちが、次の世代のボランティアとして活動
に協力してくれたら、とスタッフは語ります。

  問 大沢まちづくりセンター ☎042−761−2610

  問 津久井保健福祉課 ☎042−780−1412

対 3歳～5歳（21年4月2日～24年4月1日生まれ）
申直接、申込書など必要書類を持って、子どもと一緒

に、希望の児童保育園へ（申込時に面接をします）
※申込書は、各園・出張所 、津久井保健福祉課などで

配布します。

12月10日 ㈬ 
午後2時～4時

12月11日 ㈭ 
午後2時～4時

青根児童保育園
（緑区青根1287）

鳥屋児童保育園
（緑区鳥屋1365）

受付日時	 児童保育園

大沢みんみんの館大沢みんみんの館大沢みんみんの館大沢みんみんの館
いえいえいえ

集まれ！ご近所さん！集まれ！ご近所さん！集まれ！ご近所さん！集まれ！ご近所さん！

くすのき広場くすのき広場くすのき広場くすのき広場

～ゆったりくつろげる場所を作ろうとして～

夢中になって段ボール遊びをする子どもたち

活動の時間に食べるおやつの
おにぎりを、ボランティアのお
母さんが手作りします。

平成 27 年度 児童保育園入所申し込みのお知らせ

時 日時  会 会場  内 内容  講 講師  対 対象  定 定員  費 費用  申 申し込み  問 問い合わせ  ☎電話  FAXファクス  Ｅメール  HP ホームページ  ●費用が記載されていない場合は無料です

　くつろぎの場としてスタッフの自宅を開放。友達の家へ遊びに
行くような感覚で多くの人が参加してくれて、活動は今年で4周年
を迎えました。年を重ねた人でも活動をきっかけに顔見知りにな
り、人のつながりの輪が広がっていくのを感じます。椅子が足り
なくなりそうなのが、うれしい悩みです。

「大沢みんみんの館」　運営団体：アダージョ代表　高橋由香子さん（写真右下）

お土産付き

スタンプラ
リー

開催



中央区紅葉めぐり中央区紅葉めぐり

犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支える力
犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支える力

～中央保護区保護司会の活動～～中央保護区保護司会の活動～

～相模原西商店街協同組合～～相模原西商店街協同組合～
特
売

中央区の魅力をラジオで発信！　毎月第４木曜日にエフエムさがみ（83.9ＭＨz）でオンエア！
今月の放送日 11月27日 ㈭ 午後7時～8時〈再放送 12月2日 ㈫ 午後11時～12時）
問 中央区役所区政策課 ☎042−769−9802

Facebookページ「相模原市中央区」
https://www.facebook.com/sagamihara.chuoku 中央区のイベント情報や地域の話題などを発信中です！

「大好き！中央区」
放送のお知らせ

　横山地区では、防災、防犯、交通安全をより一層推進するため、「横山地区
安全・安心事業推進委員会」を設置し、安心して生活できるまちづくりに取
り組んでいます。
　平成24年に「横山地区安全・安心宣言」を行い、年4回の「横山地区安全・
安心の日」を定め、それぞれの日から1週間、防災・防犯・交通安全の3種類
の「横断幕」「のぼり旗 」を家庭や公園など人目に付く場所に設置し啓発活動
を行っています。また防災・防犯・交通安全から毎月1つの重点取り組み
を決定し、作成したチラシを自治会員に各戸配布をするほか、公民館まつ
りなどで PR活動を行っています。
　そのほか、地域の交通安全の一環として、今
年は12月7日 ㈰ に自転車の交通事故をスタ
ントマンが再現する「スケアードストレイト」
事業を横山小学校で実施する予定です。

発信 !

安全で安心して暮らせるまちづくりのために
～横山地区安全・安心推進事業～

横山地区

問 中央区役所地域振興課本庁地域まちづくりセンター ☎042−707−7049

12

　相模原西商店街は、相模原駅の西側に位置し、飲食・
サービス業を中心とした64店が加入しています。同組
合では、アート作品や手作り作品販売などを通じて、売
り手とお客さんの交流の場を設け、商店街の良さを知っ
てもらうイベントとして、今年も「アートフェスティバ
ル inさがみはら」を開催します。
　「イベント開催などを通じて、地域ぐるみで皆さんに
楽しんでもらえる商店街をめざしています」と同組合副
理事長の山田さんは、笑顔で語ってくれました。
問相模原西商店街協同組合（しまや内） ☎042−752−3125
アートフェスティバル inさがみはら
時 11月23日 ㈷ 〈雨天時は24日 ㉁ 〉
　午前10時～午後3時30分
会 相模原駅前ペデストリアンデッキ上
問アートフェスティバル inさがみはら実行委員会（インクループ内） ☎042−703−8811 

問地域福祉課 ☎042−769−9222

問中央区役所区政策課
　☎042−769−9802

　犯罪や非行をした人は、処分を受けた後は地域社会の一
員として生きていくことになりますが、再び過ちを犯さず
に立ち直るためには、地域の中で温かく見守り、支える人
がいることが大きな力となります。その中心となって活動
されているのが保護司の皆さんです。安全で安心できる地
域社会を献身的に支えている保護司の皆さんの、さまざま
な活動を紹介します。

文

商店街

相模原駅

相模原駅
入口

清新小学校 16

たけのこ
第2保育園
たけのこ
第2保育園

文

氷川
神社前

小山3丁目

JR横浜線

　秋は空気が澄み切っていて、気持ちが良く、とても過ごしやすい季節です。
　木々の彩りを楽しみながら、秋の散策はいかがでしょうか。

前回のアートフェスティバルの
様子

中央保護区保護司会 会長　山口信郎さん

所在地 小山4−1 所在地 鹿沼台2−15−1 所在地 上溝1359 所在地 弥栄3−1−6 所在地 横山5−11−50

保護司の活動
　保護司は、保護司法に基づき法務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員です
が、給与は支給されず、実質的には民間のボランティアです。
　少年院や刑務所から出て「保護観察」を受けている人の指導をしたり、就学や就
職に対する助言をしたりなど、立ち直りを支援するほか、イベント会場などで犯
罪予防の啓発などの更生保護活動を行っています。
　中央区内では現在51人の保護司が活動しています。

　何らかの原因により、不幸にして犯罪や非行をした人たちの
立ち直りを支援しています。保護司が一生懸命更生の手助け
を行うことで、相手が理解し、更生することに喜びを感じます。
　「我以外、皆我師」が座右の銘で、50年以上更生保護活動に携わり、多くの
ことを学んでいます。また、地域に根差した活動を行うことで、安全で安心
なまちづくりにつながっていくものと感じています。

「社会を明るくする運動」　
　犯罪や非行のない安全で
安心な明るい社会を築こう
とする全国的な運動です。
市では毎年7月の強化月間
における街頭キャンペーン
や市民桜まつりなどのイベ
ントにおいて啓発・周知を
図っています。

「中学校との連携」
　中学校の教員と懇談
会を開催し、保護司の
活動についての説明や
子どもたちの指導につ
いて情報交換を行って
います。今年は緑が丘
中学校と大野北中学校
で開催しました。

「地域での青少年相談活動」
　本市の保護司は青少年相
談員としても活動していま
す。青少年の非行防止や健
全育成に向け、街頭指導な
どを実施しています。また、
小・中学校の PTAとの地域
懇談会などに参加し、子ど
もたちの様子について、情
報交換を行っています。

小山公園 鹿沼公園 道保川公園 淵野辺公園 横山公園



たまご街道で、
地域の魅力を
新発見

相武台芸術祭相武台芸術祭

ホームタウンチームとの地域交流ホームタウンチームとの地域交流ホームタウンチームとの地域交流

至町田

イトーヨーカドーイオン

〒

16

11 月  9  日 ㈰

相模原南病院駐車場
（南区大野台）

古淵南公園（南区古淵）

1

3

次の開催日 会　場

2

3

古淵
郵便局

相模原
南病院 2

朝市なかいち
     午前８時～９時

月 28 日 ㈰9
10 月 26 日 ㈰

時

古淵駅

麻溝台
2 丁目

麻溝台中
入口

県道相武台
相模原

ゴルフ場

507

た
ま
ご
街
道

た
ま
ご
街
道1

2

3

4

5
麻溝台

相模原麻溝
公園入口

消防麻溝台
分署入口

顕正寺前

横浜水道みち緑道

総合体育館

直売所は
のぼり旗が
目印

Facebookページ「相模原市南区区民会議」
https://www.facebook.com/sagamiharasi.minamiku.kuminkaigi 区民会議の活動やイベント情報などを発信中です！

宝夢卵豊村養鶏宝夢卵豊村養鶏1

コトブキ園 農場の家コトブキ園 農場の家3 昔の味たまご農場昔の味たまご農場4 スウィートエッグス
（小川フェニックス）
スウィートエッグス
（小川フェニックス）

5

田中養鶏場田中養鶏場2

麻溝畜産会のトピックス

12

　古くから養鶏業が盛んな麻溝台地域の養鶏所（全7軒）が平成24年12月
に「麻溝畜産会」を結成しました。同会では都市型養鶏業をめざして情報
の共有や課題の解消等に取り組むほか、近隣の小・中学校の職業体験の受
け入れなども行っています。
　また、卵の直売所や鶏舎が点在する市道を「たまご街道」と名付けて、5

　第5回となる
相武台の冬の
風物詩。
　和太鼓や大
道芸、ストリー
トダンス、ア ク
ロ体操などさまざまなジャンルのパ
フォーマンスが披露されます。
時 12月14日 ㈰ 午前9時～午後5時
会 もえぎ台小学校

　10月14日、将来の職業について考える同校6年生の総
合の授業に、SC相模原の3選手とコーチに参加していた
だきました。
　体育館では、同校卒業生で SC相模原の F

フォワード

Wとして活躍
する鈴木 淳選手から、チームの紹介や自身の在校時の話
などがあり、質疑応答では多くの質問が寄せられました。
　グラウンドに移動後は、選手のリフティングの披露や
選手とクラスの代表者がチームになり3チームでの PK対
決などを行い、元気いっぱいの交流になりました。

　10月4日、新磯地区の芝ざくら（相模川河川敷）を保全
するため、南区役所が募集した草刈りボランティアなど
約80人の参加者が芝ざくらラインの草刈りをしました。
　作業は「新戸相模川芝ざくら保存会」の指導で行われ、
地元女子サッカーチーム「ノジマステラ神奈川相模原」
の選手・スタッフにも協力していただきました。
　作業後の交流会では、同保存会と市農協女性会新磯支
部から提供された料理を囲みながら、参加者の懇親を深
めました。

問同実行委員会事務局（ミハタスポーツセ
ンター内） ☎046−257−9082 問南区役所地域振興課 ☎042−749−2135 問谷口台小学校 ☎042−742−2418

きれいな芝ざくらを咲かせるために 谷口台小学校でサッカー選手が授業

コトブキ園 3の「ニワ
トリさんからの贈り
物」は県の銘菓に指定
されています。

　畜産会の7軒それぞれが鶏の飼料
や水を工夫していて、養鶏所ごとに
独自の味があります。各鶏舎では
環境に配慮するとともに卵の品質
向上に向け努力していることを地域の皆さんに
知っていただきたいと思います。「麻溝台のたま
ご」が地域のブランドとなり、麻溝台地域の資源
となるよう、これからも努力していきます。

麻溝畜産会会長　角田隆洋さん

双葉小学校の児童が、
食育の勉強として鶏
舎を訪れました。

採れたて卵
南区麻溝台7−13の一角
☎042−742−1088

採れたて卵
自家製スイーツ
南区麻溝台2−9−20
☎042−740−2419

採れたて卵
南区麻溝台5−1の一角
☎042−742−1993

採れたて卵
自家製スイーツ
カフェレストラン
南区麻溝台5−14−39
☎042−705−7313

採れたて卵
南区麻溝台6−4−1
☎042−742−7877

軒の直売所で卵やスイーツなどを地域ブランドとして販売し、積極的な情
報発信を行っています。
　各養鶏所が自信を持って生産・販売する「麻溝台のたまご」を食べ比べて
みませんか。

春
に
は
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手（
右
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① 緑高齢者相談課 ☎042−775−8812
② 中央高齢者相談課 ☎042−769−8349
③ 南高齢者相談課 ☎042−701−7704
④ 疾病対策課 ☎042−769−8260
⑤ 健康企画課（成人） ☎042−769−8322
⑥ 健康企画課（母子） ☎042−769−8345
⑦ 緑保健センター ☎042−775−8816

ウ  ウェルネスさがみはら 中央区富士見6－1－1
緑　 緑区合同庁舎 緑区西橋本5－3－21
橋  シティ・プラザはしもと 緑区橋本6－2－1
南  南保健福祉センター 南区相模大野6－22－1
城  城山保健福祉センター 緑区久保沢2－26－1
津  津久井保健センター 緑区中野613－2
湖  相模湖総合事務所 緑区与瀬896
藤  藤野総合事務所 緑区小渕2000

⑧ 中央保健センター ☎042−769−8233
⑨ 南保健センター ☎042−701−7708
⑩ 城山保健福祉課 ☎042−783−8120
⑪ 津久井保健福祉課 ☎042−780−1414
⑫ 相模湖保健福祉課 ☎042−684−3216
⑬ 藤野保健福祉課 ☎042−687−5515
⑭ 精神保健福祉センター ☎042−769−9818
⑮ 市コールセンター ☎042−770−7777

主 な 実 施 会 場 申し込み・問い合わせ

相　談
相談名（相談員） 日にち 時　間 会場 申込 内容・定員・問い合わせなど

健康相談
電話相談

（保健師）

月～金曜日

午前8時30分
～午後5時
（祝日等を除く）

緑
ウ
南 　健康や育児の相談

※希望者は直接会場へ
　（電話相談も可）
※ 津 湖 藤 城 は来庁相談のみ
問 7 8 9

月・木曜日 津
火曜日 湖
水曜日 藤
金曜日 城

生活習慣
改善相談

（保健師・
栄養士・健康
運動指導士）

12月 3日 ㈬ 午前9時
9時30分

10時
10時30分

緑 7
　生活習慣病予防のための
個別相談や各種測定
定 各5人（申込順）

15日 ㈪ 南 9

19日 ㈮ ウ 8

栄養相談
（栄養士）

12月10日 ㈬ 午後1時
～3時30分 南 9 　食事の相談

持ち物 母子手帳か、健康手帳　
　（持っている人）15日 ㈪ 午前9時

～11時30分 ウ 8

健康チェック
～19歳から

39歳の
あなたへ～

12月10日 ㈬ 午前9時～10時 ウ 5

　診察、基本検査(身体測定、
尿・血液検査、胸部Ｘ線、
心電図)と保健指導
定 各40人（申込順）
費 各4,860円
※健康診断書の発行や労働

安全衛生法に基づく定期
健診等は行っていません。

不妊・不育
専門相談 12月 9日 ㈫

〈電話相談〉時時 午前9時〜11時30分　問 6
	 時 午後1時〜3時30分〈面接相談〉	 会 ウ　申 12月8日までに 6

電話歯科相談
（歯科医）

月～金曜日
(祝日等を除く) 午前9時～11時

　口の健康に関する相談
※健診等により歯科医師が不在の場合

もあります。
問健康企画課 ☎042－769－8344

歯科健康相談
（歯科衛生士）

12月 3日 ㈬ 午前9時30分
～11時30分

緑
6

　ブラッシング方法など歯
のお手入れに関する相談や、
すぐに測れるお口の元気度
チェック12日 ㈮ 南

特別歯科相談
（歯科医）

緑 ウ 南 津 湖 藤 で実施。
日程はお問い合わせください。

6 対障害がある乳幼児　

エイズ等の
検査・相談

火曜日 午前9時～11時 ウ
4

　エイズ、性器クラミジア、
梅毒に関する検査・相談（無
料。匿名）。12月2日はエイ
ズのみ。
定 各12人（申込順）12月 6日 ㈯ 午後2時～4時 橋

高齢者
認知症相談

12月 2日 ㈫ 午前10時～正午 ウ 2
　専門医による認知症につい
ての相談
定 各2人（申込順）

22日 ㈪ 午後1時30分
～3時30分 緑 1

25日 ㈭ 午後2時～4時 南 3

みんなの
アルコール

相談
12月 2日 ㈫ 午前10時～正午

け
や
き
会
館

14

　専門医などが、お酒の量を
減らしたい、家族の飲み方が
心配などの相談に応じます。
対 アルコールに関する問題

を持つ人とその家族
定 2人（申込順。調整あり）

　　 健康診査・検診・検査
　（特定）健康診査、がん検診（胃・子宮・乳・肺・大腸）、お口の健康診査、
肝炎ウイルス検診を、市内協力医療機関や公共施設などで実施しています。
●費用など詳しくは、本紙平成27年1月1日号でお知らせします。
●肝炎ウイルス感染の心配がある人（家族に肝炎ウイルスに感染している人がいる

など）は、肝炎ウイルス検査を無料で実施（原則1回）しています。
　電話で15 へ申し込み・問い合わせ

実施
中

12月1日は
世界エイズデー

時 日時  会 会場  内 内容  講 講師  対 対象  定 定員  費 費用  申 申し込み  問 問い合わせ  ☎電話  FAXファクス  Ｅメール  HP ホームページ  ●費用が記載されていない場合は無料です
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（11月17日から　※⑮を除く）

●会場や申込先については下記をご覧ください

　

離乳食教室(モグモグ編）
　中期以降の離乳食の講習、試食、相談会

日にち 時　間 会場 申込
12月 3日 ㈬ 午後1時 

～2時15分、
午後2時45分

～4時

南 9

16日 ㈫ ウ 8

22日 ㈪ 緑 7
対 平成26年3月～4月生まれの初めて

の子の保護者とその家族
定 各15人（申込順。調整あり）

離乳食教室
　離乳食の講習、簡単な実習と試食
時 12月9日 ㈫  午後1時～2時30分	
会 藤野中央公民館
対 26年3月～7月生まれの初めての子

の保護者とその家族
定 15人（申込順。調整あり）　申 7

ぴよぴよサロン
　約2,000g未満で生まれたか、運動発達
が緩やかな子どもとその家族の交流サロン

日にち 時　間 会場 申込
12月 5日 ㈮ 

午前10時 
～11時

南 9

12日 ㈮ ウ 8

19日 ㈮ 緑 7
対 乳幼児とその家族
※希望者は直接会場へ。初めての人は

申し込みが必要

親子で歯
は

っぴぃ 
ちゃれんじ大作戦！

　虫歯予防の秘けつや歯磨きの裏技実演
日にち 会場 定員（申込順）申込

12月 3日 ㈬ 
15日 ㈪ 南

各20組 155日 ㈮  　
16日 ㈫ ウ

22日 ㈪ 緑 30組
時 午前10時～11時30分
対 25年10月～26年2月生まれの乳幼

児とその家族

産後ママのエクササイズ
　出産後の体を適正体重に保つための
運動体験
時 12月17日 ㈬  午前10時～正午
会 ウ
対 生後4～6か月の乳児とその母親（初

めての人優先）　※保育なし
定 20組（申込順）　申 8

ハローマザークラス
〈全2回〉

　妊娠、出産、育児に関する知識・技
術の習得と仲間づくり

日にち 時　間 会  場
27年
1月	 7日 ㈬ 
	 14日 ㈬ 

午後1時30分 
～4時 南

対妊娠16週以降の初めて出産する人と　
　その家族	
申 12月26日までに15へ

ふれあい親子サロン
　保健師、保育士などによる健康・育
児相談、身体計測、親子遊びの紹介
時 午前10時 ～11時15分	
対 乳幼児とその保護者	
※希望者は直接会場へ	
問 7 8 9

日にち 会場ほか
12月 2日 ㈫ 向陽 こ 、大野南 こ

3日 ㈬ 大野台 こ

4日 ㈭ 新磯 こ 、鹿島台 こ

5日 ㈮ 上溝南 こ 、星が丘 こ

9日 ㈫ 藤 、清新 こ

10日 ㈬ 並木 こ

11日 ㈭ 城山こ 、
相模台 こ 、大沼 こ

12日 ㈮ 大島 こ 、橋本 こ

※母子健康手帳と
筆記用具を持参
してください。

子どもとお父さん、
お母さんのための教室

 こ こどもセンター
栄養士による栄養相談もあり
歯科衛生士による歯科相談もあり

　エイズに対する正しい知識の普及・啓発を進めるため、街頭キャンペーンを
行います。
時11月30 日 ㈰ 午後2時～4時　会 相模大野駅南北自由通路

「世界エイズデー」inさがみはら2014
「AIDS IS NOT OVER ～まだ終わっていない～」

時12月2日 ㈫ 午前9時～10時30分、午後6時～7時15分　
会 ウ　定 各15人（申込順）
申 11月17日から、電話で 4 へ

【HIV 即日検査】　
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午前8時〜午後9時 年中無休
※おかけ間違いにご注意ください。相模原市コールセンター �☎042－770－7777

� 042－770－7766FAX
市コールセンター Facebookページ「ちょっとおしらせ相模原」
https://www.facebook.com/oshirase.sagamihara

日にち 時　間 会　場
11月
12月

18日 ㈫ 
2日 ㈫ 

午前10時～正午
午後   1時30分～4時 市役所前

11月26日 ㈬ 午前10時～正午

11月23日 ㈷ 午前10時30分～正午
午後   1時30分～4時

相模大野駅前
コリドー

もっと  健康  になるための教室
教室名 日にち 時　間 会場 申込 内容・対象など
ソフト

エアロビクス 12月 8日 ㈪ 午後2時～4時 南 9 　生活習慣改善と運動の必要性についての講義と実技ほか
対 20歳以上で運動の実技に支障がない人
定 ソフトエアロビクス＝15人、チューブ体操＝20人（申

込順。初めての人優先）チューブ体操 12月 12日 ㈮ 午前10時
～正午 緑 7

運動
プログラム
作成コース

12月 18日 ㈭ 	 午後1時15分
	 ～4時15分 ウ 8

　体力測定と健康診断の結果を基に運動プログラムを作成
対20歳以上で生活習慣病が気になり、運動が必要な人（6か

月以内に受診した健康診断の結果が必要）
定12人（申込順。初めての人優先）　費 1,000円

※受講後、運動習慣定着コースに続けて参加できます。

日にち 時　間 会　場
12月14日 ㈰ 午前10時

〜午後3時
南保健福祉センター

28日 ㈰ ウェルネスさがみはら

　つらさや不安を抱え込んでいませんか。がん体験者
が自らの体験をもとに、がん患者やその家族の相談に
定期的に応じます。

がんピアサポート

対 がん患者やその家族=各4組（申込順。各組1時間）
申 11月17日から、電話で健康企画課（☎042−769

−8322）へ

がん体験者による無料相談

時 午後0時30分～2時
対18歳以上で身体障害者手帳（肢体不自由、聴覚障害）を持ち、補装具購入などの判定が必要な人

　補装具の購入・修理などの相談や申請の受け付け、
判定を行います。補装具更生相談（肢体不自由・聴覚障害）

相談名 日にち 会　場 問い合わせ

肢体
不自由

12月 1日 ㈪ あじさい会館 緑障害福祉相談課	 ☎042−775−8810
中央障害福祉相談課	 ☎042−769−9266
南障害福祉相談課	 ☎042−701−7722
城山保健福祉課	 ☎042−783−8136
津久井保健福祉課	 ☎042−780−1412
相模湖保健福祉課	 ☎042−684−3216
藤野保健福祉課	 ☎042−687−5511
障害者更生相談所	 FAX 042−750−6150

平成27年  1月 5日 ㈪
12月 18日 ㈭ 南保健福祉センター27年  1月 15日 ㈭ 
12月 22日 ㈪ 緑区合同庁舎27年  1月 26日 ㈪

聴覚障害 12月 17日 ㈬ 南保健福祉センター
27年  1月 14日 ㈬ あじさい会館

　会場・申込先は表面の「主な実施会場」「申し込み・
問い合わせ」をご覧ください。

対16歳～69歳の健康な人（65歳～ 69
歳の人は、60歳～64歳の間に献血
経験が必要）

所要時間 40分程度
※本人確認をしています。

問 医事薬事課 ☎042−769−8343

愛 の 献 血

平日 午後5時〜翌朝9時　土曜日 午後1時〜翌朝9時
日曜日、祝日等 午前9時〜翌朝9時
※診療可能な医療機関を案内。医療相談・歯科案内は

行いません。

日曜日、祝日等の昼間
　午前8時45分〜11時30分、午後1時15分〜4時30分

日曜日、祝日等の昼間 午前9時〜午後5時

平日 午後5時〜翌朝8時30分
土・日曜日、祝日等
　午前8時30分〜翌朝8時30分
　（いずれも翌平日朝は8時まで受け付け）
※夜間、休日に急激な精神疾患の発症や病状悪化の際に、

必要に応じて精神科医療機関を紹介します。（神奈川
県・横浜市・川崎市・相模原市共同運営）

急 病 などで困ったときは （電話番号をよく確かめて）

医  科 相模原救急医療情報センター
☎042−756−9000

歯  科 休日急患歯科診療所
☎042−756−1501

接  骨 休日当番柔道整復施療所案内
0120−19−4199

精神科 精神科救急医療情報窓口
☎045−261−7070

　SIDSは、それまで元気だった赤ちゃんが、事故
や窒息ではなく眠っている間に突然死亡してしま
う病気です。平成25年には全国で124人の赤ちゃ
んがこの病気で亡くなり、0歳児の死亡原因の第3
位となっています。原因は明らかではありません
が、次の3つを守ることで発症率が低くなります。

問 健康企画課 ☎042－769－8345

■公開講座「 大腸がんの検診と診断・  
 治療法の進歩 」
時11月29日 ㈯ 午前10時～正午
会 北里大学医学部M6号館合同講義室
（南区北里）

講 小林清典さん（北里大学東病院健康
科学センター長）

定 200人（申込順）
申11月25日（必着）までに、往復はが

きに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、
「大腸がん」と書いて、北里大学病院
トータルサポートセンター公開講座
担当（〒252－0375　南区北里1－
15－1　☎ 042－778－9397）へ

■子育て広場たんと 虫歯予防セミナー
　虫歯予防の秘けつや歯磨きに慣れる
ためのコツなどを紹介
時12月6日 ㈯ 	①午前11時～正午
　    	 ②午後1時～2時
会伊勢丹相模原店（南区相模大野）
対①0歳児とその保護者
　②1歳～2歳の子どもとその保護者
定各20組（申込順）
申 電話か、Eメールに保護者の氏名（ふ

りがな）、子どもの月齢、携帯電話番
号、子どもと保護者の各参加人数を
書いて、子育て親育ち応援団With.cfc

（ ☎080−5431−0971　 tant-
with.cfc-0209@ezweb.ne.jp ）へ

■インフルエンザ予防講座
時12月12日 ㈮  

午後6時30分～7時30分
会サン・エールさがみはら
対市内在住か在勤の人
定 25人（抽選）
申11月30日（必着）までに、はがきか

ファクス、Eメールに住所、氏名（ふ
りがな）、年齢、性別、電話番号、「イ
ンフルエンザ予防講座」と書いて、同
所（〒252−0131　緑区西橋本5−
4−20　☎042−775−5665　 FAX 
042−775−5515　 sun-yell@aji

　saimeitsu.or.jp）へ
■～働き盛りのあなたを応援したい～ 
 ストレス講演会 
 「ストレスとパーソナリティ」
　人間の心のメカニズムについて理解
し、自身のことを考えるきっかけづくり
※希望者には、講演会前後に「メンタ

ルヘルス相談」を行います〈定 9人（申
込順）〉。

時12月13日 ㈯ 午前10 時～正午
会南保健センター
対市内在住か在勤の人
定 80人（申込順）
申 11月17日～12月12日に、直接か

電話で南保健センター（ ☎042－
701－7708）へ

■食物アレルギーを持つ患者とご家族の 
 ために「家族で楽しむ食物アレルギー
 のごちそう」
　講習会とアレルギー対応の調理実習
時11月29日 ㈯ 午前10時～午後1時
会ユニコムプラザさがみはら
定 24人（申込順）　費 1,000円
申11月25日（消印有効）までに、はが

きかファクス、Eメールに住所、氏名、
電話番号、参加人数を書いて、相模
原アレルギーの会（〒252－0314　
南区南台6－8－20　FAX 042－705
－9690　 allergy-kai@sagami

　hara-allergy.or.jp　 ☎042－745
－8801）へ

※未就学児（1歳以上）の保育あり〈 定
10人（申込順）　費 1,000円〉

■臨床栄養セミナー「口
こ う く う

腔フレイル 
 （口腔虚弱）に対応する歯科栄養学」
時12月11日 ㈭ 午後6時30分～8時
会ユニコムプラザさがみはら
講 花田信弘さん
　（鶴見大学歯学部探索歯学講座教授）
対 医療・福祉関係者、教職員
定 180人（申込順）
申ファクスかEメールに氏名（ふりがな）、

勤務先、職種、電話・ファクス番号、
Eメールアドレス、「臨床栄養8申し込
み」と書いて、相模女子大学栄養科学
部「人と食をつなぐ未来」プロジェク
ト事務局（ FAX 042−743−4717　
hitoshoku@mail2 .sagami-wu.ac.

　jp　☎042−747−9563）へ

■認知症サポーター養成講座 
 ～その笑顔にほっとする認知症高齢者 
 を支えるまちづくり～
　認知症の症状や認知症の人への基本
的な接し方について
時12月3日 ㈬ 午後2時～4時
会南保健福祉センター
対市内在住か在勤・在学の人（介護サー

ビス従事者を除く）＝110人（申込順）
申11月30日までに、電話で市コール

センター（☎042−770−7777）へ
■イキイキライフのための明日を 
 変えるプロジェクト〈全2回〉
　血管・体年齢や運動量の測定、生活
習慣病予防について
時12月17日 ㈬ ・24日 ㈬ 
　午後1時30分～3時30分
会 南保健福祉センター　
対市内在住か在勤の人＝30人（申込順）
申11月17日から、電話で南保健セン

ター（☎042−701−7708）へ
■精神科セカンドオピニオン外来 
 ①精神科一般②不安・強迫症障害
時12月18日 ㈭ 午前10時～正午
会 けやき会館
対 精神科治療中で、自身の治療方針に

ついて主治医以外からの意見を求め
る人

※医療過誤や訴訟に関する内容などは
受けられない場合があります。

定各3人(抽選)　費各2,000円
申11月17日から、電話で精神保健福祉

センター（☎042−769−9818）へ

講座・教室・講演会講座・教室・講演会
NOTE

○あおむけ寝で育てましょう
○たばこはやめましょう
○できるだけ母乳で育てましょう
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